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は
じ
め
に

近
世
の
神
社
に
関
す
る
研
究
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
江
戸
幕
府
や
朝
廷
に
よ
る
神
社
・
神
職
に
対
す
る
支
配
・
編
成
を
中
心
に
深
化
し
（
1
）、

こ
れ
に
よ
り
、
全
国
の
神
職
組
織
の
存
在
形
態
と
そ
の
特
質
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
2
）。

さ
ら
に
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
活
発
化
し
た
身
分
的

周
縁
論
・
地
域
社
会
論
な
ど
に
お
け
る
議
論
を
も
と
に
、
神
社
・
神
職
を
切
り
口
に
地
域
社
会
を
論
じ
る
成
果
も
生
ま
れ
て
い
る
（
3
）。

こ
の
ほ

か
、
参
詣
に
関
す
る
成
果
も
蓄
積
し
た
（
4
）。

一
方
、
中
世
の
神
社
に
つ
い
て
は
、
既
に
中
世
一
宮
制
に
関
す
る
成
果
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
解
体
期
と
な
る
戦
国
期
を
視
野
に
入
れ

た
議
論
も
行
わ
れ
て
い
る
（
5
）。

右
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
進
展
を
み
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
地
域
大
社
を
対
象
と
す
る
研
究
で
あ
る
。
地
域
大
社

と
は
西
田
か
ほ
る
氏
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
理
解
で
、「
古
来
よ
り
様
々
な
形
で
地
域
の
核
と
な
っ
て
い
た
神
社
（
6
）」

を
指
す
。
こ
こ
で
は
、
西

田
氏
が
対
象
と
し
た
甲
斐
国
御
崎
明
神
の
ほ
か
、
摂
津
国
西
宮
神
社
（
7
）・

武
蔵
国
御
嶽
山
（
8
）と

い
っ
た
地
方
の
有
力
神
社
に
対
し
て
分
析
が
進
め
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ら
れ
、
江
戸
幕
府
や
本
所
と
の
関
係
、
内
部
構
造
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

た
だ
、
地
域
大
社
の
実
像
を
解
明
で
き
た
と
は
言
い
難
く
、
次
の
点
に
お
い
て
課
題
が
残
る
。

①
社
家
に
よ
る
布
教
活
動
に
つ
い
て
は
、
配
札
（
廻
檀
）
に
関
す
る
成
果
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
ほ
か
の
活
動
が
不
明
瞭
の
ま
ま
と
な
っ

て
い
る
。

②
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
個
別
の
神
社
研
究
や
寺
院
研
究
に
も
当
て
は
ま
る
が
、
地
方
に
所
在
す
る
神
社
（
寺
院
）
の
信
仰
圏
を
固

定
的
に
把
握
す
る
傾
向
が
あ
り
、
信
仰
の
伝
播
・
受
容
の
問
題
を
捨
象
し
て
い
る
。

②
に
関
し
て
は
、
金
毘
羅
信
仰
（
9
）の

よ
う
に
全
国
に
伝
播
し
た
事
例
が
い
く
つ
も
存
在
す
る
。
つ
ま
り
、
地
方
の
寺
社
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ

へ
の
信
仰
が
遠
隔
地
ま
で
展
開
す
る
場
合
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
過
程
を
具
体
的
に
跡
付
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
お

い
て
は
①
で
指
摘
し
た
配
札
以
外
の
活
動
も
重
要
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
伊
勢
国
桑
名
郡
多
度
村
（
現

三
重
県
桑
名
市
多
度
町
多
度
）
に
所
在
す
る
多
度
神
社
（
10
）（

現

多
度
大
社
）
と
そ
の
社
家

で
あ
る
小
串
氏
を
対
象
と
し
て
、こ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
。
同
社
は
後
述
す
る
よ
う
に
古
代
か
ら
地
域
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
て
、

地
域
大
社
の
事
例
と
し
て
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
論
に
入
る
前
に
多
度
神
社
と
多
度
村
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
（
11
）。

多
度
神
社
は
、
養
老
山
地
の
南
端
に
位
置
す
る
多
度
山
の
麓
に
鎮
座
す
る
神
社
で
あ
る
。
創
祀
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
雄
略
天
皇
の
時

代
に
社
殿
が
創
建
さ
れ
た
と
伝
わ
る
。
延
喜
式
内
社
（
名
神
大
社
）
で
、
主
祭
神
は
「
多
度
神
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
天あ

ま

津つ

彦ひ
こ

根ね
の

命み
こ
と

で
あ
る
（
12
）。

中
世
に
は
「
多
度
権
現
」・「
多
度
大
明
神
」
と
も
呼
ば
れ
、
軍
神
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

境
内
に
は
天
津
彦
根
命
を
祭
る
本
宮
の
ほ
か
に
、
天
目
一
箇
命

あ
め
の
ま
ひ
と
つ
の
み
こ
と

を
祭
る
別
宮
の
一
目
連

い
ち
も
く
れ
ん

神
社
、
そ
し
て
市い

ち

杵き

島し
ま

姫
命

ひ
め
の
み
こ
と

を
祭
る
美
御
前

う
つ
く
し
ご
ぜ
ん

社

な
ど
数
社
の
摂
末
社
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
一
目
連
神
社
の
祭
神
は
風
雨
を
司
る
神
と
し
て
知
ら
れ
（
13
）、

降
雨
は
も
ち
ろ
ん
、
五
穀
豊
穣
・
海
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上
安
全
と
い
っ
た
幅
広
い
事
柄
に
霊
験
が
あ
る
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
伊
勢
国
一
宮
と
い
え
ば
、
鈴
鹿
郡
の
椿
大
神
社
が
比
定
さ
れ
て
き
た
が
、
研
究
の
進
展
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
中
世
前
期
に
お
い

て
は
、
多
度
神
社
が
一
宮
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
（
14
）。

こ
の
ほ
か
、
神
宮
寺
が
存
在
し
た
こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
。
延
暦
七
年
（
七
八
八
）
の
成
立
と
さ
れ
る
『
多
度
神
宮
寺
伽
藍
縁
起
幷
資
材
帳
』

が
残
存
し
て
お
り
（
15
）、

こ
れ
を
見
る
と
、
当
時
、
広
大
な
伽
藍
と
多
く
の
寺
領
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
神
宮
寺
は
、
宝
雲
寺
と

呼
ば
れ
て
戦
国
期
ま
で
存
続
し
、
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
の
時
点
で
は
、
多
度
山
内
に
六
十
九
坊
も
の
末
寺
が
あ
っ
た
（
16
）。

右
の
よ
う
に
古
代
以
来
、
勢
力
を
誇
っ
た
多
度
神
社
・
神
宮
寺
で
あ
っ
た
が
、
織
田
信
長
に
よ
る
長
島
一
向
一
揆
攻
め
に
際
し
て
灰
燼
に

帰
し
、
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
と
い
う
（
17
）。

近
世
の
同
社
は
、
後
述
す
る
桑
名
藩
主
本
多
忠
勝
に
よ
る
再
興
か
ら
新
た
に
出
発
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

多
度
村
は
、
多
度
神
社
の
膝
下
に
ひ
ろ
が
る
桑
名
藩
領
の
農
村
で
、
宝
永
八
年
（
一
七
一
一
）
四
月
の
明
細
帳
に
は
、
人
口
一
六
〇
人
、

家
数
三
四
軒
、
村
高
一
二
二
石
余
と
あ
る
（
18
）。

近
隣
の
村
々
は
、
上
げ
馬
神
事
・
流
鏑
馬
神
事
が
執
り
行
わ
れ
る
五
月
の
例
祭
に
様
々
な
形
で

奉
仕
し
た
が
、
多
度
村
も
同
様
で
あ
っ
た
（
19
）。

社
家
と
桑
名
藩
と
の
上
申
・
下
達
の
や
り
と
り
は
、
基
本
的
に
同
村
の
庄
屋
を
介
し
て
行
わ
れ

て
い
る
（
20
）。

以
上
を
踏
ま
え
、
第
一
章
で
社
家
と
神
宮
寺
を
確
認
し
、
第
二
章
で
経
営
の
基
盤
と
な
る
社
領
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
第
三
章
に

お
い
て
、
小
串
氏
に
よ
る
布
教
活
動
と
信
仰
の
伝
播
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。
な
お
、
引
用
し
た
史
料
の
漢
字
は
現
在
常
用
の
字
体
に
改
め

た
。
ま
た
、
傍
注
・
読
点
・
中
黒
・
返
り
点
は
、
す
べ
て
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
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一

多
度
神
社
の
社
家
と
神
宮
寺

本
章
で
は
、
基
礎
的
な
作
業
と
し
て
多
度
神
社
の
社
家
と
神
宮
寺
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

近
世
の
同
社
の
運
営
を
担
っ
た
の
は
小
串
氏
・
平
野
氏
の
両
社
家
と
、
法
雲
寺
と
い
う
神
宮
寺
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
主
な
対
象
と
す
る
小

串
氏
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
見
て
ゆ
き
た
い
。

な
お
、
小
串
氏
と
平
野
氏
の
ほ
か
に
、
下
社
人
と
し
て
三
家
（
伊
藤
五
郎
大
夫
・
平
野
八
郎
大
夫
・
平
野
七
郎
大
夫
）
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ

る
が
（
21
）、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。

（
1
）
小
串
氏

小
串
氏
は
、
多
度
神
社
の
神
主
職
を
世
襲
し
た
社
家
で
あ
る
（
22
）。

近
世
に
は
後
述
す
る
平
野
氏
と
と
も
に
社
前
に
屋
敷
を
構
え
て
い
た
。

中
世
の
同
氏
に
つ
い
て
は
、
岡
野
友
彦
氏
に
よ
る
成
果
が
あ
る
（
23
）。

こ
れ
に
よ
る
と
、
も
と
も
と
東
国
御
家
人
で
あ
っ
た
小
串
氏
は
室
町
幕

府
奉
公
衆
と
な
り
、
多
度
周
辺
に
勢
力
を
扶
植
す
る
な
か
で
多
度
神
社
と
の
関
係
を
深
め
、
そ
の
衆
僧
・
社
家
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
永
禄

十
二
年
（
一
五
六
九
）
三
月
に
は
、「
多
度
郷
五
社
権
現
祠
官
小
串
重
元
」
と
い
う
人
物
が
京
都
の
吉
田
家
と
接
触
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
（
24
）、

近
世
に
連
続
す
る
社
家
の
成
立
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
ま
で
遡
る
と
み
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
り
わ
け
、
長
島
一
向
一
揆
攻
め
の
時
に
は
、

天
正
弐
年
戌
五
月
、
小
田

（
マ
マ
）

信
長
公
依
レ
命
、
滝
川
左
近
将
監
一
益
北
伊
勢
乱
軍
之
兵
火
ニ
罹
り
御
社
頭
・
宝
庫
悉
及
二
回
禄
一、
神
宝
幷

社
伝
之
旧
記
、
次
ニ
者
小
串
家
之
旧
記
・
系
図
等
至
迄
悉
焼
失
仕
候
、
其
節
小
串
先
祖
忌
部
詮
重
・
同
嫡
重
亮
従
二
火
中
一
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大
神
宮
・
一
目
連
之
御
正
体
御
神
鏡
・
御
神
剣
奉
レ
抱
、
漸
上
肱
江
村
迄
逃
退
、
暫
ク
此
地
居
住
仕
候
、
今
以
上
肱
江
村
ニ
住
れ
屋
敷
共
、

小
串
屋
敷
共
云
地
名
残
居
申
候
、
然
共
北
勢
乱
軍
事
故
、
此
地
之
住
居
も
無
二
心
元
一

御
正
体
之
尊
霊
江

遷
座
候
場
所
奉
レ
伺
候
ニ
、
不
思
儀
成
哉
、
其
夜
小
串
詮
重
親
子
同
様
蒙
二

霊
夢
一、
夫
よ
り
早
速
農
州
赤
坂
ニ

立
退
、
暫
此
地
ニ
住
居
仕
候
、
其
後
追
々
北
勢
静
謐
之
世
ニ
相
成
、
依
レ
之
又
々
多
度
郷
唐
櫃
石
之
上
ニ
小
祠
造
営
シ
、
相
殿
奉
二
遷

座
一
鎮
座
、
式
日
之
御
饌
も
此
所
ニ
奉
二
献
備
一、
弥
大
切
守
護
仕
候
、
誠
ニ
以
天
正
弐
戌
年
ゟ
慶
長
拾
年
迄
者

御
社
頭
も
衰
腐
被

レ
為
レ
及
、
憐
成
御
焼
失
と
詮
重
・
重
亮
其
頃
落
涙
仕
候
段
、
今
以
申
伝
候
儀
ニ
御
座
候
、

と
あ
る
よ
う
に
（
25
）、

小
串
詮
重
と
重
亮
が
火
中
か
ら
神
体
を
持
ち
出
し
遷
座
さ
せ
た
と
い
う
。
ま
た
、
そ
の
後
、
多
度
郷
に
戻
り
本
多
氏
に
よ

る
再
興
ま
で
の
間
、「
小
祠
」
を
造
営
し
て
守
護
し
た
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
由
緒
も
あ
っ
て
、
同
氏
は
神
社
内
に
お
い
て
主
導
的
な
地
位

を
保
持
し
た
。

吉
田
家
と
の
関
係
は
近
世
中
期
に
は
途
絶
え
て
い
た
ら
し
く
、
宝
暦
年
間
に
起
き
た
相
論
（
26
）（

以
下
、
宝
暦
相
論
と
記
す
）
を
契
機
と
し
て
吉

田
家
の
配
下
と
な
り
、
小
串
吉
延
が
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
六
月
十
一
日
に
風
折
烏
帽
子
・
狩
衣
の
神
道
裁
許
状
を
得
て
（
27
）、

同
月
二
十
一

日
に
は
従
五
位
下
山
城
守
に
叙
任
さ
れ
て
い
る
（
28
）。

近
世
後
期
に
な
る
と
、
伏
見
御
所
（
伏
見
宮
家
）
と
の
関
係
が
生
じ
、
小
串
氏
は
同
宮
家
の
た
め
に
祈
祷
を
実
施
し
た
。
邸
内
に
は
多
度

神
社
が
勧
請
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
そ
の
分
社
（
邸
内
社
）
の
神
事
も
執
り
行
っ
て
い
た
（
29
）。

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
六
月
に
代
拝
が
あ
っ

た
際
に
「
館
入
」
を
希
望
し
（
30
）、

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
十
月
に
は
「
家
来
」
と
な
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
（
31
）。

小
串
氏
は
多
度
神
社
に
奉
仕
し
た
ほ
か
、【
表
1
】
の
よ
う
に
周
辺
農
村
に
持
分
と
す
る
「
小
社
」
が
い
く
つ
か
存
在
し
た
。
さ
ら
に
、

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
七
月
か
ら
は
、
桑
名
藩
の
命
に
よ
り
員
弁
郡
内
の
十
四
か
村
に
所
在
す
る
二
十
二
社
を
兼
帯
社
と
し
て
い
る
（
32
）。

後
述
す
る
法
雲
寺
が
檀
那
寺
で
あ
っ
た
が
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
十
一
月
に
当
主
と
嫡
子
の
離
檀
が
認
め
ら
れ
た
（
33
）。

近
世
の
地
域
大
社
と
社
家
の
布
教
活
動
（
谷
戸
）

― 135 ―



【
表
1
】「
小
社
」
持
分
一
覧
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№

神

社

名

所

在

持

分

備

考

1

船
附
社

肱
江
村

小
串
右
衛
門
大
夫
・
平
野
右
馬
大
夫
持

2

星
川
神
社
（
星
川
建
彦
宿
祢
命
、
今
神
明
ト
称
）

星
川
村

平
野
右
馬
大
夫
持

3

天
王
社

東
小
山
村

法
雲
寺
持

4

山
神
社

東
小
山
村

法
雲
寺
持

5

八
龍
社

東
小
山
村

法
雲
寺
持

6

林
崎
社

小
山
村

平
野
右
馬
大
夫
持

多
度
附
末
社
之
内

7

小
山
神
社
（
大
山
祇
神
、
八
幡
宮
ト
称
）

小
山
村

平
野
右
馬
大
夫
持

8

山
神
社

小
山
村

平
野
右
馬
大
夫
持

9

春
日
社

大
久
保
村

平
野
右
馬
大
夫
持

10

田
宮
神
社

大
久
保
村

平
野
右
馬
大
夫
持

11

山
神
社

大
久
保
村

平
野
右
馬
大
夫
持

12

諏
訪
明
神
社

北
猪
飼
村

平
野
右
馬
大
夫
持

13

塩
満
社
（
祭
神
住
吉
明
神
）

北
猪
飼
村

平
野
右
馬
大
夫
持

多
度
附
末
社
之
内

14

山
神
社

北
猪
飼
村

平
野
右
馬
大
夫
持

15

伊
子
古
大
人
社

猪
飼
村

平
野
右
馬
大
夫
持

16

高
塚
社
（
祭
神
大
山
祇
）

猪
飼
村

平
野
右
馬
大
夫
持

17

山
神
社

猪
飼
村

平
野
右
馬
大
夫
持

18

春
日
社

力
尾
村

平
野
右
馬
大
夫
持

【表 1】「小社」持分一覧



（
2
）
平
野
氏

平
野
氏
に
つ
い
て
は
、
中
世
以
前
の
動
向
は
不
明
で
あ
る
。
同
氏
が
宝
暦
年
間
に
作
成
し
た
由
緒
に
は
「
上
代
ゟ
累
代
之
神
職
（
34
）」

と
あ
る
。

史
料
上
で
は
、
少
な
く
と
も
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
一
六
四
四
）
に
は
社
家
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
35
）。

も
と
も
と
禰
宜

職
（
神
楽
役
）
（
36
）

で
あ
っ
た
が
、
宝
暦
相
論
を
経
て
神
主
職
と
な
っ
た
（
37
）。

ま
た
、
小
串
氏
と
同
じ
く
こ
の
相
論
を
契
機
に
吉
田
家
の
配
下
と
な

り
、
叙
任
を
受
け
て
い
る
（
38
）。

前
掲
【
表
1
】
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
持
分
と
す
る
「
小
社
」
が
多
く
、
周
辺
農
村
に
お
け
る
神
事
に
も
深
く
関
与
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
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19

山
神
社

力
尾
村

平
野
右
馬
大
夫
持

20

天
社

柚
井
村

平
野
右
馬
大
夫
持

多
度
附
末
社
之
内

21

塩
干
社

柚
井
村

平
野
右
馬
大
夫
持

22

内
母
社

上
之
郷
村

小
串
右
衛
門
大
夫
・
平
野
右
馬
大
夫
持

23

香
取
大
明
神
・
神
明
社

香
取
村

小
串
右
衛
門
大
夫
・
平
野
右
馬
大
夫
持

24

多
度
神
社
（
阿
賀
多
大
明
神
相
殿
）

上
之
輪
村

小
串
右
衛
門
大
夫
・
平
野
右
馬
大
夫
持

25

一
目
連

福
本
神
田

小
串
右
衛
門
大
夫
持

26

岡
本
神
社
・
野
代
神
社
・
神
明
・
白
山
・
山
王
・
春
日

野
代
村

平
野
右
馬
大
夫
持

多
度
附
末
社
之
内

27

八
幡
宮

美
濃
国
石
津
郡
太
田
新
田

平
野
右
馬
大
夫
持

28

一
目
連

美
濃
国
石
津
郡
万
寿
新
田

平
野
右
馬
大
夫
持

「
村
々
小
社
多
度
持
方
之
分
」（
整
理
番
号
Ｂ

－

三
五
）・「
宝
暦
年
中
神
社
御
改
帳
扣
」（
整
理
番
号
Ｅ

－

五
〇
）
を
も
と
に
作
成
。



（
3
）
法
雲
寺

法
雲
寺
は
多
度
神
社
の
神
宮
寺
で
、
そ
の
住
持
は
社
僧
と
し
て
仕
え
た
。
戦
国
期
ま
で
存
在
し
た
神
宮
寺
と
寺
号
が
類
似
し
て
い
る
が
、

実
は
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
に
桑
名
藩
主
の
松
平
定
行
に
よ
っ
て
別
宮
の
愛
宕
社
と
と
も
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
39
）。

元
禄

十
一
年
（
一
六
九
八
）
三
月
に
神
仏
習
合
の
立
場
か
ら
多
度
神
社
を
説
明
し
た
由
緒
書
を
作
成
し
て
い
る
よ
う
に
（
40
）、

近
世
の
同
寺
は
古
代
か

ら
連
続
す
る
神
宮
寺
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

神
社
内
で
の
地
位
は
次
第
に
上
昇
し
た
ら
し
く
、
近
世
前
期
に
は
社
領
の
配
分
か
ら
除
か
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
41
）、

正
徳
三
年

（
一
七
一
三
）
か
ら
は
、
後
掲
【
表
3
】
の
よ
う
に
社
領
十
五
石
の
う
ち
、
小
串
氏
と
並
ぶ
四
石
五
斗
が
割
り
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

宝
暦
相
論
に
お
い
て
は
、「
別
当
」
を
称
す
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
、「
多
度
大
神
宮
真
言
別
院
」
を
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
御
室
御

所
（
仁
和
寺
）
の
権
威
を
用
い
て
巻
き
返
し
を
は
か
り
、「
別
当
」
号
の
使
用
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
御
室
御
所
の

直
支
配
と
な
っ
て
い
る
（
42
）。

布
教
活
動
を
め
ぐ
っ
て
両
社
家
と
競
合
す
る
場
合
も
存
在
し
、
寛
政
十
三
年
（
一
八
〇
一
）
二
月
に
は
一
目
連
神
社
の
御
守
を
配
布
し
た

と
の
嫌
疑
を
受
け
、
先
例
が
無
く
授
与
し
な
い
旨
の
証
文
を
両
社
家
に
提
出
し
て
い
る
（
43
）。

二

近
世
の
社
領
と
そ
の
変
遷

本
章
で
は
、
近
世
の
多
度
神
社
の
社
領
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

近
世
の
桑
名
藩
は
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
に
本
多
氏
が
十
万
石
で
入
封
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
そ
の
後
、
た
び
た
び
藩
主
家
の
入
れ

皇
學
館
大
学
創
立
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四
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周
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・
再
興
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年
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念
『
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替
わ
り
が
あ
っ
た
。
で
は
、
多
度
神
社
の
社
領
に
変
化
は
無
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
史
料
的
な
制
約
も
あ
る
が
、
で
き
る
限
り
そ
の
実
態

を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

慶
長
六
年
正
月
に
桑
名
藩
主
と
な
っ
た
本
多
忠
勝
は
多
度
神
社
の
再
興
を
命
じ
、
慶
長
十
年
十
一
月
三
日
に
は
新
し
い
社
殿
が
完
成
し
て

い
る
（
44
）。

そ
し
て
、
こ
の
時
、
社
領
の
寄
進
も
行
わ
れ
た
。

左
は
慶
長
十
年
の
発
給
（
45
）と

さ
れ
る
文
書
で
あ
る
（
46
）。

已
上

中
書
様
為
二
御
立
願
一

多
渡
権
現
へ
御
神
領
高
拾
石
自
二
当
年
一
可
レ
被
レ
進
レ
之
ニ
候
、
其
上
多
渡
郷
中
御
普
請
役
被
レ
成
二
御
免
一
之

旨
ニ
候
、
弥

御
神
前
御
掃
除
已
下
油
断
有
間
敷
候
、
謹
言
、

石
川
左
京
亮

二
月
廿
八
日

慶
清
（
花
押
）

松
下
河
内
守

之
（
花
押
）

佐
野
雅
楽
助

直
成
（
花
押
）

梶
淡
路
守

勝
重
（
花
押
）

多
渡

禰
宜
衆
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二
月
二
十
八
日
付
で
奉
行
人
と
推
測
さ
れ
る
梶
勝
重
た
ち
か
ら
「
多
渡

禰
宜
衆
」
宛
に
出
さ
れ
て
い
る
。
内
容
と
し
て
は
、
忠
勝
に
何

ら
か
の
立
願
が
あ
り
、
十
石
を
寄
進
す
る
と
と
も
に
多
度
郷
中
の
普
請
役
を
免
除
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
社
殿
の
完
成
を

前
に
社
領
の
拡
充
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

同
年
八
月
十
二
日
に
作
成
さ
れ
た
「
桑
名
領
在
々
知
行
目
録
」
は
、
領
内
の
村
高
を
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
末
尾
に
、

都
合
拾
万
六
拾
八
石
七
斗

此
内
弐
拾
五
石

田
戸
権
現
領
自
分
ニ
付
ケ
申
候
、

と
の
記
載
が
あ
る
（
47
）。

こ
こ
か
ら
、
合
わ
せ
て
二
十
五
石
の
社
領
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
次
の
藩
主
の
本
多
忠
政
は
、
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
正
月
に
（
48
）、

田
戸
社
領
之
事

一
、
拾
五
石
、

東
肱
上
村
内

右
令
二
寄
進
一
者
也
、

本
多
美
濃
守

忠
政
御
書

判

亥
正
月
十
七
日

多
戸

禰
宜
衆

と
あ
る
よ
う
に
十
五
石
を
寄
進
し
（
49
）、

さ
ら
に
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
九
月
に
も
、
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多
渡
社
領
事

一
、
拾
五
石
者
、

小
山
内

右
如
レ
件
、

本
多
美
濃
守
忠
政

黒
印

元
和
二
年
九
月
十
一
日

神
主
殿

と
し
て
十
五
石
を
加
え
て
い
る
（
50
）。

こ
れ
ら
二
回
と
同
日
に
は
桑
名
郡
桑
名
の
春
日
神
社
（
現

桑
名
宗
社
）
に
も
社
領
が
与
え
ら
れ
て
お
り
（
51
）、

領
内
の
主
要
な
寺
社
に
対
し
て
寄
進
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

右
か
ら
、
こ
の
時
期
の
多
度
神
社
に
は
合
計
で
五
十
五
石
の
社
領
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

元
和
三
年
（
一
六
一
七
）、
本
多
氏
に
代
わ
っ
て
久
松
松
平
氏
の
松
平
定
勝
が
十
一
万
石
で
入
封
す
る
。
社
領
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

た
か
は
、
関
係
す
る
史
料
も
無
く
不
詳
で
あ
る
。

そ
の
後
、
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
に
な
る
と
、
定
勝
の
三
男
で
あ
る
松
平
定
綱
が
十
一
万
三
千
石
で
新
た
に
入
っ
た
。
こ
れ
に
際
し

て
社
領
の
再
給
付
が
実
施
さ
れ
た
ら
し
く
、

多
度
権
現
領
之
事

田
畠
弐
町

三
反
歩
者
、
任
二
先
規
一
被
二
寄
附
一
畢
、
全
可
レ
有
二
修
納
一
幷
四
至
傍
尓

（
マ
マ
）

之
内
山
林
・
竹
木
不
レ
可
レ
有
二
他
妨
一
者
也
、
仍
執
達
如
レ
件
、

蜂
屋
弥
兵
衛

成
政
判
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寛
永
十
二
年

十
一
月
廿
一
日

伊
藤
三
郎
左
衛
門

貞
次
判

神
主右

衛
門
大
夫
殿

右
馬
大
夫
殿

と
あ
る
よ
う
に
（
52
）、

同
年
十
一
月
二
十
一
日
付
で
「
田
畠
弐
町

三
反
歩
」
を
与
え
る
旨
の
文
書
が
発
給
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
多
忠
政
の
時
代
に

寄
進
さ
れ
た
三
十
石
の
替
地
と
し
て
多
度
村
内
で
与
え
ら
れ
た
も
の
で
、
社
家
の
小
串
氏
と
平
野
氏
で
折
半
し
て
分
配
さ
れ
た
と
い
う
（
53
）。

こ

の
他
の
社
領
が
認
め
ら
れ
た
形
跡
は
無
く
、
全
体
と
し
て
は
本
多
氏
時
代
よ
り
削
減
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。

文
書
の
形
式
を
見
る
と
、
藩
主
の
判
物
や
黒
印
状
で
は
無
い
た
め
、
こ
の
社
領
は
格
式
の
下
げ
ら
れ
た
除
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
降
、
判
物
や
黒
印
状
の
発
給
は
確
認
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
以
外
に
も
社
領
に
準
じ
る
も
の
と
し
て
、
一
部
の
田
畑
を
「
神
領
田
」
と
し
て
寄
進
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。
松

平
定
勝
の
時
代
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
に
松
平
定
重
が
転
封
す
る
ま
で
の
間
に
【
表
2
】
の
よ
う
に
た
び
た
び
与

え
ら
れ
た
。 皇

學
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大
学
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宝
永
七
年
、
奥
平
松
平
氏
の
松
平
忠
雅
が
十
万
石
で
入
封
す
る
。
こ
の
奥
平
松
平
氏
の
時
代
の
社
領
に
関
し
て
は
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）

二
月
の
「
御
家
中
分
限
帳
」
に
、

多
度
神
社

高
拾
五
石

米
拾
石
五
斗
御
祭
礼
入
用

一
目
連
社

高
五
石

寛
政
六
寅
年
ゟ

と
の
記
載
が
存
在
し
（
54
）、

合
計
で
二
十
石
の
社
領
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
右
は
【
表
3
】
の
よ
う
に
分
配
さ
れ
て
い
た
と

い
う
。

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
か
ら
一
目
連
神
社
に
対
し
て
五
石
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
同
年
に
旱
魃
が
発
生
し
た
際
に
、
藩
主
松
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布
教
活
動
（
谷
戸
）
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【
表
２
】「
神
領
田
」
の
寄
進
一
覧

年

月

日

藩

主

所

在

田

畑

石

高

元
和
七
年
（
一
六
二
一
）

松
平
定
勝

金
廻
村

上
田
五
反
五
歩
・
中
田
二
六
歩

高
六
石
五
斗
余

元
和
九
年
（
一
六
二
三
）

松
平
定
勝

東
福
永
村
・
西
福
永
村

上
田
一
反
七
畝
一
〇
歩
・
中
田
五
反
七
畝
四
歩

高
九
石
一
斗
余

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）

松
平
定
重

上
之
輪
村
中
江
新
田

下
田
八
反
六
畝
二
八
歩

高
九
石
二
斗
九
升
一
合

不
明

松
平
定
重

大
鳥
居
村
庄
九
郎
新
田

中
畑
六
畝
二
八
歩

高
七
斗
一
升
一
合
五
勺

「
宝
暦
十
年
社
中
及
出
入
候
節
二
條
御
殿
江
差
上
候
願
書
控
」（
整
理
番
号
Ｂ

－

三
七
）・「
勢
州
桑
名
郡
多
度
村
式
内
多
度
大
神
宮
覚
書
扣
」（
整
理
番
号
Ｅ

－

四
九
）
を
も
と
に

作
成
。



平
忠
和
に
よ
る
雨
乞
い
の
立
願
に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
55
）。

「
米
拾
石
五
斗
御
祭
礼
入
用
」
と
は
、
例
祭
の
神
事
料
と
し
て
藩
か
ら
与

え
ら
れ
た
米
を
指
す
（
56
）。

ま
た
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
三
月
成
立
の
「
勢
州
桑
名
郡
多
度

村
式
内
多
度
大
神
宮
覚
書
扣
」
に
は
、

一
、
高
拾
五
石

松
平
下
総
守
様
御
寄
附
、

右
者
御
所
替
後
、
正
徳
三
巳
年
多
度
村
納
米
之
内
、
米
ニ
而
御
渡

被
レ
成
候
事
、

一
、
高
五
石

右
同
断
、

右
者
寛
政
六
年
寅
八
月
廿
一
日
下
総
守
忠
和
様
御
寄
附
、
多
度
村
御
納
米
之
内
ニ
而
御
渡
被
レ
成
候
事
、

と
あ
る
（
57
）。

正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
以
降
、
特
定
の
土
地
を
社
領
と
す
る
こ
と
は
無
く
な
り
、
多
度
村
の
納
米
の
う
ち
か
ら
社
領
に
相
当
す

る
分
を
支
給
す
る
方
式
に
切
り
替
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

久
松
松
平
氏
の
時
代
に
与
え
ら
れ
て
い
た
「
神
領
田
」
に
つ
い
て
は
、
転
封
に
と
も
な
っ
て
所
在
の
村
が
幕
領
と
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
が
、
引
き
続
き
所
持
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）、
久
松
松
平
氏
の
松
平
定
永
が
十
一
万
三
千
石
で
入
っ
た
。
藩
と
の
や
り
と
り
を
小
串
氏
が
記
録
し

た
「
御
城
主
越
中
守
様
・
忍
御
城
主
下
総
守
様

御
用
記
」
を
見
る
と
、

一
、
同
年
十

（
文
政
六
年
）

二
月
、
先
御
城
主
下
総
守
様
御
附
渡
之
通
、
高
弐
拾
石
幷
御
神
事
米
共
被
二
下
置
一、（
後
略
）、

と
あ
っ
て
（
58
）、

奥
平
松
平
氏
時
代
の
二
十
石
が
維
持
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
以
降
、
変
化
な
く
明
治
初
年
ま
で
継
続
す
る
。
な
お
、
武

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』
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【
表
3
】
神
領
の
配
分

社
家
・
神
宮
寺

多
度
神
社
(本
宮
)十
五
石

一
目
連
神
社
五
石

小
串
氏

四
石
五
斗

一
石
五
斗

平
野
氏

三
石
五
斗

一
石
五
斗

下
社
人
三
人

二
石
五
斗

一
石

法
雲
寺

四
石
五
斗

一
石

「
歳
々
記
録（
多
度
大
社
の
由
緒
書
、乍
恐
口
上
の
写
な
ど
）」正
徳
三
年
条
・

寛
政
六
年
七
月
四
日
条
（
整
理
番
号
Ｂ

－

三
一
七
）
を
も
と
に
作
成
。



蔵
国
忍
藩
主
と
な
っ
た
奥
平
松
平
氏
は
、
転
封
後
も
多
度
神
社
と
の
関
係
の
継
続
を
希
望
し
、
毎
年
、
金
五
両
を
与
え
る
こ
と
を
約
し
て
い
る
（
59
）。

こ
こ
ま
で
社
領
の
変
遷
を
追
っ
て
き
た
。
格
式
や
石
高
の
変
更
が
た
び
た
び
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
社
家
に
と
っ

て
社
領
は
重
要
な
収
入
源
で
あ
っ
た
が
、
藩
主
家
の
交
代
に
よ
り
削
減
さ
れ
る
可
能
性
が
常
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

多
度
神
社
の
場
合
、
奥
平
松
平
氏
に
よ
っ
て
十
五
石
と
さ
れ
た
正
徳
三
年
か
ら
五
石
が
加
え
ら
れ
る
寛
政
六
年
ま
で
の
期
間
（
一
七
一
三
～

一
七
九
四
）
は
、
社
領
が
特
に
減
少
し
た
時
期
で
あ
る
と
い
え
る
。
第
三
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
社
家
に
よ
る
布
教
活
動
は
十
八
世
紀
前
半

か
ら
活
発
化
す
る
が
、
こ
の
背
景
に
は
右
の
よ
う
な
社
領
の
減
少
と
い
う
事
態
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三

小
串
氏
の
布
教
活
動
と
信
仰
の
伝
播

本
章
で
は
、
多
度
神
社
で
行
わ
れ
て
い
た
布
教
活
動
に
つ
い
て
小
串
氏
を
事
例
と
し
て
検
討
す
る
。

同
社
の
布
教
活
動
は
小
串
氏
と
平
野
氏
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
。
活
動
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、配
札（
廻
檀
）・
祈
祷（
神
楽
の
実
施
を
含
む
）・

勧
請
で
あ
る
。
以
下
、
信
仰
の
広
が
り
の
様
相
に
も
目
配
り
し
つ
つ
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

（
1
）
十
七
世
紀

前
述
し
た
よ
う
に
多
度
神
社
は
十
七
世
紀
初
頭
に
再
興
を
果
た
す
。
社
家
た
ち
に
よ
る
布
教
活
動
が
こ
の
頃
ま
で
遡
る
か
ど
う
か
は
、
関

連
す
る
史
料
も
残
存
し
て
お
ら
ず
不
明
で
あ
る
。

宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
五
月
十
六
日
付
で
小
串
右
衛
門
大
夫
・
平
野
右
馬
大
夫
が
作
成
し
、
桑
名
藩
の
横
目
中
に
提
出
し
た
「
覚
」
に
は
、

一
、
古
来
ゟ
之
御
神
領
田
・
旦
那
所
・
散
銭
等
先
世
之
通
ニ
被
レ
為
二
仰
付
一
候
事
、

近
世
の
地
域
大
社
と
社
家
の
布
教
活
動
（
谷
戸
）
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と
あ
り
（
60
）、

配
札
を
行
う
「
旦
那
所
」（
檀
那
所
）
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
こ
れ
以
前
の
十
七
世
紀
で
は
ま
っ
た
く
確
認

で
き
ず
、
社
家
た
ち
が
積
極
的
に
配
札
を
行
っ
て
い
た
と
は
想
定
で
き
な
い
。

次
に
、
多
度
神
社
と
そ
の
祭
神
へ
の
信
仰
に
つ
い
て
は
、
断
片
的
に
そ
の
様
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
十
二
月
二
十
一
日
付
の
左
の
よ
う
な
文
書
が
現
存
し
て
い
る
（
61
）。

多
度
権
現
奉
レ
上
金
子
之
覚

一
、
金
子
拾
両

右
者
高
須
輪
中
小
笠
原
主
膳
正
領
地
之
内
、
坡
杁

（
マ
マ
）

為
レ
堅
二
固
之
一、
当
夏
中
立
願
被
二
申
上
一
候
通
是
指
上
候
、
以
二
御

神
力
一
塘
杁

（
マ
マ
）

無
事
安
泰
之
所
、
主
膳
正
難
レ
有
被
レ
奉
レ
存
候
、
以
上
、

寛
永
弐
拾
年

小
笠
原
主
膳
内

癸
未

常
葉
六
郎
左
衛
門

極
月
廿
一
日

伴
与
惣
兵
衛
（
印
）

福
井
新
左
衛
門
（
印
）

多
度

（
後
欠
）

美
濃
国
石
津
郡
高
須
輪
中
（
現

岐
阜
県
海
津
市
海
津
町
・
平
田
町
）
を
領
地
と
し
て
い
た
高
須
藩
主
小
笠
原
貞
信
（
62
）が

、
立
願
成
就
の
謝
礼
と
し

て
金
子
十
両
の
奉
納
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
坡
塘
や
圦
樋
の
守
護
に
霊
験
が
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
多
度
神
社
へ
の
奉
納
物
の
う
ち
十
七
世
紀
に
納
め
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
も
の
を
ま
と
め
る
と
【
表
4
】
の
よ
う
に
な
る
。
一

見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
奉
納
者
は
桑
名
や
近
隣
農
村
の
人
々
に
限
ら
れ
て
い
る
。

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』
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【
表
4
】
多
度
神
社
へ
の
奉
納
物
（
十
七
世
紀
）

以
上
か
ら
、
特
に
揖
斐
川
沿
い
の
地
域
に
お
い
て
信
仰
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
当
該
期
に
お
い
て
は
、
社
家
た
ち
の
活
動

も
こ
の
地
域
の
人
々
を
主
な
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
近
世
中
期
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
桑
名
に
関
す
る
記
録
「
旧
記
」
を
み
る
と
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
十
月
四
日
に
起

き
た
宝
永
地
震
に
関
連
し
て
左
の
よ
う
に
あ
る
（
63
）。

一
、
多
度
大
神
宮
御
山
ハ
汰
り
不
レ
申
候
、

一
、
桑
名
も
大
地
震
の
跡
津
波
参
申
候
へ
共
、
多
度
大
神
宮
一
目
連
昼
夜
海
辺
江
御
出
御
苦
労
被
レ
遊
候
故
、
御
領
内
何
事
も
御
坐
な

く
候
、
偏
大
神
宮
一
目
連
御
蔭
と
町
中
相
悦
皆
々
参
詣
仕
候
、
其
後
小
地
震
度
々
汰
り
申
候
、

近
世
の
地
域
大
社
と
社
家
の
布
教
活
動
（
谷
戸
）
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奉
納
年
月
日

奉
納
物
（
銘
）

奉

納

者

慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
十
二
月
吉
祥
日

太
刀
（
不
明
）

桑
名
家
中
久
徳
治
郎
左
衛
門
宗
氏

寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
十
一
月
吉
祥
日

不
明
（
勢
州
桑
名
住
盛
国
）

小
山
村
伊
藤
伝
左
衛
門
尉
実
次

延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
六
月
吉
日

太
刀
（
千
子
正
重
）

香
取
村
水
谷
平
兵
衛

延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
五
月
朔
日

太
刀
（
無
名
）

香
取
村
堀
田
金
左
衛
門
之
忠

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）

剣
（
不
明
）

桑
名
加
藤
氏

天
和
三
年
（
一
六
八
三
）

剣
（
尾
張
住
源
貞
利
）

不
明

貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
五
月
五
日

鉾
（
不
明
）

桑
名
鬼
嶋
与
次
右
衛
門
尉
嘉
久

「
桑
名
御
城
主
御
代
々
様
御
用
日
記
并
大
吉
万
福
諸
檀
那
覚
日
記
」（
整
理
番
号
Ｃ

－

四
八
）・「
多
度
太
神
宮
御
本
宮
神
宝
扣
」（
整
理
番
号
Ｃ

－

七
）
を
も
と
に
作
成
。



こ
の
よ
う
に
津
波
が
襲
っ
た
際
、
祭
神
の
力
に
よ
っ
て
被
害
が
発
生
し
な
か
っ
た
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
同
社
は
藩
領
内
を
守

護
す
る
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
の
再
興
の
際
に
作
成
さ
れ
た
棟
札
に
「
桑
名
郡
北
面
鎮
守
」

と
の
文
言
が
あ
る
こ
と
か
ら
（
64
）、

こ
れ
は
十
七
世
紀
初
頭
ま
で
遡
る
認
識
と
見
て
大
過
無
い
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
十
八
世
紀

十
八
世
紀
に
な
る
と
、
社
家
に
よ
る
布
教
活
動
が
活
発
化
す
る
。
具
体
的
に
は
、
尾
張
国
知
多
郡
や
美
濃
国
武
儀
郡
と
い
っ
た
や
や
離
れ

た
地
域
で
の
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
、
依
頼
者
の
希
望
に
応
え
て
太
々
神
楽
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
布
教
活
動
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
尾
張
国
知
多
郡
小
鈴
ヶ
谷
村
（
現

愛
知
県
常
滑
市
小
鈴
谷
）
に
お
け
る
雨
乞
い
の
実
施
に
関
し

て
検
討
し
た
松
下
孜
氏
の
成
果
（
65
）が

参
考
と
な
る
。
同
氏
は
元
禄
年
間
か
ら
文
政
年
間
ま
で
の
約
百
四
十
年
間
に
わ
た
る
村
入
用
帳
を
収
集

し
、
雨
乞
い
の
事
例
を
分
析
し
て
い
る
。

右
に
よ
る
と
、

①
小
鈴
ヶ
谷
村
と
多
度
神
社
と
の
関
係
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
、「
多
度
禰
宜
」
に
二
百
文
を
支
払
っ
た
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）

が
最
初
で
あ
る
。
こ
れ
は
知
多
郡
と
同
社
と
の
関
係
を
示
す
事
例
と
し
て
も
最
古
で
あ
る
。

②
こ
の
初
穂
料
は
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
の
記
載
に
「
多
度
雨
乞

小
串
右
衛
門
太
夫
遣
ス
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
雨
乞
い
に
関

連
し
て
小
串
氏
に
支
払
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
以
降
、「
多
度
社
家
廻
り
」
と
の
記
載

が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
配
札
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

と
さ
れ
る
。
特
に
十
八
世
紀
に
注
目
す
る
と
、
宝
永
三
年
・
宝
永
四
年
・
宝
永
七
年
に
支
払
い
が
あ
っ
た
後
、
い
っ
た
ん
記
載
が
無
く
な
る

が
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
か
ら
再
開
し
、
以
降
、
ほ
ぼ
毎
年
、
支
払
い
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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つ
ま
り
、
知
多
郡
の
よ
う
な
離
れ
た
地
域
で
の
活
動
は
、
十
八
世
紀
初
頭
に
行
わ
れ
始
め
、
享
保
年
間
に
定
着
し
た
と
指
摘
で
き
よ
う
。

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
江
戸
で
出
版
さ
れ
た
奇
談
集
「
斉
諧
俗
談
」
に
、

○
一
目
連

い
ち
も
く
れ
ん

伊
勢
、
尾
張
、
美
濃
、
飛
騨
の
四
ヶ
国
に
て
、
不
時
に
暴
風
吹
来
り
て
、
大
木
を
倒
し
巌
を
崩
し
、
民
屋
を
破
る
事
あ
り
。
然
れ
ど
も
唯

一
路

ひ
と
す
じ

に
し
て
、他
の
所
を
吹
ず
。
是
を
一
目
連

い
ち
も
く
れ
ん

と
名
付
て
神
風
と
す
。
則
伊
勢
国
桑
名
郡
多
度
山
に
一
目
連
の
祠
を
ま
つ
る
。（
後
略
）。

と
あ
る
よ
う
に
（
66
）、

伊
勢
国
な
ど
の
国
々
で
は
、
突
然
、
発
生
し
た
暴
風
を
「
一
目
連
」
と
呼
び
、
神
風
と
す
る
習
俗
が
あ
っ
た
こ
と
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
四
か
国
に
お
い
て
は
同
社
や
祭
神
へ
の
信
仰
が
も
と
も
と
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
右
の
習

俗
や
信
仰
が
短
期
間
で
形
成
さ
れ
た
と
は
考
え
難
く
、
や
は
り
十
七
世
紀
以
前
に
遡
る
と
理
解
し
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
社
家
た
ち
は
、

こ
の
よ
う
な
既
存
の
信
仰
を
足
が
か
り
と
し
て
配
札
先
を
広
げ
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

十
八
世
紀
半
ば
に
配
札
が
行
わ
れ
て
い
た
地
域
に
関
し
て
は
、
雨
乞
い
の
祈
願
元
か
ら
推
定
し
て
お
き
た
い
。

延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
七
月
、
近
年
に
稀
な
日
照
り
と
な
っ
た
た
め
、
桑
名
藩
主
松
平
忠
刻
か
ら
雨
乞
い
の
祈
祷
が
命
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、

同
延
享
四
丁
卯
七
月
之
日
で
り
ニ
桑
名
横
郡
不
レ
被
レ
残
雨
乞
有
レ
之
候
、
以
上
、

と
あ
る
よ
う
に
（
67
）、

桑
名
郡
す
べ
て
の
村
々
が
雨
乞
い
を
祈
願
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
、
同
じ
く
祈
願
の
た
め
、「
遠
方
」
か
ら

参
拝
に
訪
れ
た
と
い
う
村
々
を
整
理
す
る
と
【
表
5
】
の
よ
う
に
な
る
。

こ
こ
か
ら
、
当
該
期
に
は
、
尾
張
国
知
多
郡
や
美
濃
国
本
巣
郡
な
ど
が
配
札
先
と
な
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
よ
っ
て
、
十
七
世
紀
段

階
と
比
べ
て
活
動
の
対
象
と
な
る
地
域
が
拡
大
し
た
と
い
え
る
。
お
そ
ら
く
、前
述
し
た
小
鈴
ヶ
谷
村
の
事
例
の
よ
う
に
、社
家
た
ち
に
よ
っ

て
新
た
に
開
拓
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

近
世
の
地
域
大
社
と
社
家
の
布
教
活
動
（
谷
戸
）
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【
表
5
】
延
享
四
年
七
月
、「
遠
方
」
か
ら
の
雨
乞
い
一
覧

で
は
、
十
八
世
紀
後
半
で
は
、
小
串
氏
の
配
札
先
（
檀
那
所
）
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。【
表
6
】
は
、
こ
の
時
期

に
作
成
さ
れ
た
同
氏
の
檀
那
帳
で
あ
る
。
部
分
的
に
し
か
残
っ
て
い
な
い
た
め
全
容
を
示
す
わ
け
で
は
な
い
が
、
お
お
よ
そ
の
分
布
を
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
№
1
が
現
存
す
る
な
か
で
最
古
の
檀
那
帳
で
あ
る
。
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雨
乞
い
の
祈
願
元

所

在

奉
納
額

備

考

上
真
桑
井
組

美
濃
国
本
巣
郡

金
一
分

水
海
道
村

美
濃
国
厚
見
郡

金
一
分

知
多
郡
長
草
村

尾
張
国
知
多
郡

金
一
分

知
多
郡
久
村

尾
張
国
知
多
郡

金
一
分

岩
屋
村
・

（
岩
屋
寺
村
カ
）

大
ど
ま
り
村

尾
張
国
知
多
郡

金
一
分

知
多
郡

（
マ
マ
）

う
し
け
村

尾
張
国
春
日
井
郡

金
一
分

知
多
郡

（
マ
マ
）

本
地
村

尾
張
国
愛
知
郡

銭
一
貫
文

知
多
郡
東
大
高
村

尾
張
国
知
多
郡

銭
一
貫
文

尾
州
東
福
田
村

尾
張
国
海
東
郡

銭
五
〇
〇
文

是
雨
ふ
り
御
礼
ニ
銭
壱
貫
文
持
参
被
致
候

尾
州
海
西
郡
蜆
新
田

尾
張
国
海
西
郡

初
尾
銭
一
貫
文

御
礼
に
蜆
新
田
ゟ
被
参
候

「
殿
様
よ
り
雨
乞
御
祈
祷
覚
帳
」（
整
理
番
号
Ｂ

－

四
一
）
を
も
と
に
作
成
。



【
表
6
】
小
串
氏
の
檀
那
帳
（
十
八
世
紀
）

右
を
見
る
と
、
北
勢
地
域
だ
け
で
は
な
く
、
尾
張
国
や
美
濃
国
の
一
部
に
お
い
て
、
広
く
配
札
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

特
に
、
№
2
の
末
尾
に
は
「
新
旦
方
」
と
し
て
春
日
井
郡
内
の
上
飯
田
村
な
ど
の
八
十
軒
余
が
書
き
足
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
配
札
先
の
開

拓
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
配
札
先
と
な
っ
た
村
々
で
は
勧
請
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
美
濃
国
武
儀
郡
横
越
村
（
現

岐
阜
県
美
濃
市
横
越
）
は
、

近
世
の
地
域
大
社
と
社
家
の
布
教
活
動
（
谷
戸
）
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№

作
成
年
月
日

史

料

名

手

代

記

載

内

容

1

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）

四
月
吉
辰

尾
張
海
東
郡
・
愛
知
郡
・
春
日
郡

（
マ
マ
）

、

美
濃
山
片
郡

（
マ
マ
）

、
伊
勢
朝
明
郡
・

三
重
郡
、
尾
州
・
美
濃
、
伊
勢

檀
中
帳

後
藤
弥
左
衛
門

尾
張
国
海
東
郡
一
か
村
・
愛
知
郡
五
か
村
・
春
日
井
郡
一
九
か
村（
ほ

か
坂
下
宿
一
か
所
）、
美
濃
国
山
県
郡
四
か
村
（
う
ち
一
か
村
は
墨

消
）・
不
破
郡
一
か
村
、
伊
勢
国
朝
明
郡
四
六
か
村
・
三
重
郡
五
か
村

2

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
四
日
市
町
方
・
楠
之
郷
中
・
白

子
幷
ニ
在
・
亀
山
在
中
御
檀
方

扣
帳

後
藤
弥
左
衛
門

伊
勢
国
三
重
郡
一
〇
か
村
（
ほ
か
四
日
市
一
か
所
）・
河
曲
郡
四
か

村
・
奄
芸
郡
一
六
か
村（
ほ
か
白
子
一
か
所
）・
鈴
鹿
郡
四
二
か
村（
ほ

か
庄
野
宿
一
か
所
）

3

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）

三
月
吉
日

尾
州
知
多
郡
御
檀
那
扣
帳

山
本
長
大
夫
・

後
藤
弥
左
衛
門

尾
張
国
知
多
郡
六
八
か
村

4

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）

五
月
吉
日

愛
知
郡
・
春
日
井
郡
・
丹
羽
郡
・

葉
栗
郡
・
海
東
郡
檀
中
扣
帳

松
田
大
隅

尾
張
国
愛
知
郡
一
八
か
村
・
春
日
井
郡
八
か
村
・
丹
羽
郡
二
七
か
村
・

葉
栗
郡
一
四
か
村
・
海
東
郡
五
か
村
、
伊
勢
国
桑
名
郡
五
か
村
（
ほ

か
長
嶋
町
一
か
所
）・
朝
明
郡
三
一
か
村

5

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）

四
月
日

濃
州
羽
栗
郡
・
各
務
郡
・
厚
見

郡
・
山
県
郡
・
武
儀
郡
・
加
茂

郡
御
旦
所
扣
帳

後
藤
弥
左
衛
門

美
濃
国
羽
栗
郡
四
か
村（
う
ち
二
か
村
は
墨
消
）・
各
務
郡
二
か
村（
う

ち
一
か
村
は
墨
消
）・
厚
美
郡
一
か
村
（
墨
消
）・
山
県
郡
三
か
村
・

武
儀
郡
四
か
村
・
加
茂
郡
九
か
村
（
う
ち
一
か
村
は
墨
消
）

「
尾
州
勢
州
濃
州
檀
廻
帳
」（
整
理
番
号
Ｂ

－

四
六
）
を
も
と
に
作
成
。



寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
三
月
二
十
九
日
に
「
天
水
待
之
処
ニ
而
、
照
続
候
節
者
五
穀
等
も
ミ
の
り
あ
し
く
」
と
し
て
「
田
地
中
高
地
之
所
」

に
分
社
を
創
建
す
る
こ
と
を
小
串
氏
に
希
望
し
て
い
る
（
68
）。

こ
の
よ
う
に
分
社
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
で
、
多
度
神
社
と
村
々
と
の
関
係
は
よ
り

強
固
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
七
月
に
は
多
度
神
社
の
知
名
度
を
高
め
る
事
件
が
起
き
て
い
る
。
そ
れ
は
十
八
日
の
夜
、
空
に
光

物
が
出
現
し
、
多
度
山
に
落
下
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
69
）。

京
都
に
住
ん
で
い
た
国
学
者
の
建
部
綾
足
に
よ
る
と
、
西
か
ら
北
東
に
向
か
っ

て
飛
ん
で
行
く
の
を
多
く
の
人
が
目
撃
し
、
評
判
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
桑
名
か
ら
来
訪
し
た
人
か
ら
、
一
目
連
神
社
の
祭
神

は
「
生
け
る
神
」
で
あ
り
、
光
物
の
正
体
が
同
神
で
あ
る
と
の
話
を
聞
い
た
と
し
て
い
る
（
70
）。

こ
れ
に
よ
り
同
社
は
、
神
威
を
盛
ん
に
発
す
る
神
を
祭
る
神
社
と
し
て
巷
間
で
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
太
々
神
楽
に
関
し
て
は
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
九
月
に
桑
名
の
住
人
か
ら
依
頼
が
あ
っ

た
こ
と
が
発
端
で
あ
る
（
71
）。

小
串
氏
の
屋
敷
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
単
独
で
太
々
神
楽
を

行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ら
し
く
、
神
楽
役
を
尾
張
国
熱
田
神
社
（
現

熱
田
神
宮
）
の
社
家
た
ち

に
依
頼
し
て
い
る
【
表
7
】。
彼
ら
に
は
「
御
礼
金
七
両
二
分
、
御
祝
儀
百
疋
」
が
支
払
わ
れ
た
（
72
）。

実
施
に
際
し
て
は
、
小
串
氏
は
太
々
神
楽
の
手
順
・
供
物
な
ど
を
取
り
決
め
た
「
大
々
神
楽
式
」
を

作
成
し
て
お
り
（
73
）、

太
々
神
楽
の
依
頼
に
対
応
す
べ
く
祭
式
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
平

野
氏
も
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
四
月
に
太
々
神
楽
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
時
は
「
平
野
家
方
太
々

御
神
楽
、
尾
州
名
古
屋
・
同
国
熱
田
・
三
州
岡
崎
、
其
外
所
々
右
持
寄
太
々
神
楽
ヲ
会
立
」
と
あ
る
よ

う
に
、
各
地
の
神
楽
を
集
め
た
と
い
う
（
74
）。
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【
表
7
】
熱
田
神
社
の
社
家
方

御
師

林
参
太
夫

神
楽
方

粟
田
順
司

神
楽
方

鏡
味
和
太
夫

神
楽
方

鏡
味
水
用
太
夫

神
楽
方

粟
田
大
輔

神
楽
方

大
原
種
太
夫

神
子
衆

お
津
名
女

神
子
衆

お
花
瀬
女

神
子
衆

お
登
見
女

「
太
々
御
神
楽
祈
祷
用
記
」（
整
理
番

号
Ｂ

－

一
四
）
を
も
と
に
作
成
。



こ
の
よ
う
に
熱
田
神
社
な
ど
の
神
楽
を
取
り
入
れ
る
形
で
太
々
神
楽
が
整
備
さ
れ
、
以
降
、
社
家
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

の
で
あ
る
。

（
3
）
十
九
世
紀

十
九
世
紀
に
な
る
と
、
社
家
た
ち
は
遠
隔
地
に
進
出
す
る
機
会
を
得
て
、
そ
こ
に
お
い
て
布
教
活
動
を
展
開
す
る
。
さ
ら
に
、
知
名
度
の

上
昇
に
よ
り
勧
請
や
祈
祷
も
各
地
か
ら
依
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
江
戸
や
武
蔵
国
忍
藩
領
と
い
っ
た
遠
く
離
れ
た
地
域

の
人
々
が
信
仰
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
江
戸
に
お
い
て
信
仰
が
広
が
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
下
谷
三
味
線
堀
（
現

東
京
都
台
東
区
小
島
）
に
あ
っ
た
桑
名
藩
下
屋

敷
に
一
目
連
神
社
の
分
社
（
邸
内
社
）
が
創
建
さ
れ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
二
月
十
七
日
に
桑
名
藩
か
ら
勧
請
が
命
じ
ら
れ
る
と
、
小
串
氏
と
平
野
氏
が
出
府
し
、
五
月
朔
日
に
神
事
が
執

り
行
わ
れ
た
（
75
）。

こ
れ
の
目
的
は
下
屋
敷
の
「
火
災
除
守
護
神
」、
つ
ま
り
、
屋
敷
神
と
す
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
毎
月
朔
日
に
は
参
拝
の
た

め
公
開
さ
れ
た
（
76
）。

そ
の
存
在
は
広
く
喧
伝
さ
れ
た
ら
し
く
、
両
社
家
が
祭
神
の
神
徳
・
霊
験
を
記
し
た
略
縁
起
（「
伊
勢
国
桑
名
郡
多
度
大
神

摂
社

一
目
連
大
神
霊
現
略
記
」）
を
、
桑
名
藩
瑞
籬
講
の
人
々
が
板
行
し
て
い
る
（
77
）。

こ
こ
へ
の
信
仰
は
、
江
戸
の
桑
名
藩
士
だ
け
で
は
な
く
近
辺
に
も
浸
透
し
て
ゆ
き
、
文
政
七
年
三
月
に
は
町
人
た
ち
に
よ
る
万
人
講
と
称

さ
れ
る
講
が
存
在
し
【
表
8
】、
配
札
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
出
版
さ
れ
た
江
戸
の
年
中
行
事
を
紹
介
し
た
「
東
都
歳
事
記
」
に
も
記
述
が
あ
り
（
78
）、

江
戸
に
お
い
て
著
名
な

存
在
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
同
十
五
年
五
月
に
は
、
志
村
昌
寿
と
い
う
人
物
の
門
人
た
ち
十
三
名
（
浅
草
や
下
谷
に
居
住
）

が
算
額
を
奉
納
し
て
い
る
（
79
）。
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地
域
大
社
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社
家
の
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教
活
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№

居

所

名

前

備

考

23

北
相
川

大
野
庄
八

24

八
王
子

炭
屋
半
五
郎

25

両
国
米
沢
町

鮓
屋
利
右
衛
門

26

よ
し
町
河
岸

竹
村
屋
要
介

27

浅
草
諏
訪
町

紅
屋
勘
蔵

28

大
伝
馬
町
二
丁
目

伊
勢
屋
茂
八

29

台
町
三
丁
目

二
文
字
屋
弥
七

30

神
田
鍋
町

大
坂
屋
惣
右
衛
門

31

本
八
丁
堀
一
丁
目

森
屋
長
十
郎

32

本
八
丁
堀
二
丁
目

伊
賀
屋
小
三
郎

33

七
橋
二
葉
町

住
吉
屋
金
蔵

34

新
橋
瀧
山
町

万
屋
新
七

35

深
川
八
幡
前

家
主
良
助

36

稲
毛
村

上
田
屋
伊
助

37

三
河
町
弐
丁
目

万
屋
源
兵
衛

38

日
本
橋
通
一
丁
目

伊
勢
屋
又
八

39

神
田
鍋
町

鍛
冶
屋
九
右
衛
門

40

神
田
皆
川
町

指
物
屋
儀
右
衛
門

41

京
橋
因
幡
町

八
百
屋
清
九
郎

42

神
田
新
石
町

桶
屋
源
兵
衛

43

芝
口
一
丁
目

上
田
屋
三
郎
衛
門

44

神
田
三
河
町
四
丁
目

森
村
弥
平
治

№

居

所

名

前

備

考

1

本
町
三
町
目

鳥
飼
和
泉

2

本
町
四
丁
目

伊
勢
屋
七
郎
右
衛
門

3

石
町
四
丁
目

小
堀
屋
九
兵
衛

4

白
銀
町
一
丁
目

三
川
屋
権
七

5

鉄
炮
町
大
通
り

丸
屋
文
右
衛
門

6

神
田
皆
川
町

瓦
屋
利
兵
衛

7

神
田
鍋
町

大
坂
屋
新
兵
衛

8

通
新
石
町

万
屋
平
兵
衛

9

神
田
紺
屋
町

乗
物
屋
三
郎
右
衛
門

10

京
橋
水
谷
町

中
川
彦
右
衛
門

11

銀
座
三
丁
目

餝
屋
金
蔵

12

京
橋
五
郎
兵
衛
町

遠
州
屋
長
左
衛
門

13

京
橋
畳
町

万
屋
伝
六

14

京
橋
五
郎
兵
衛
町

伊
せ
屋
作
兵
衛

15

京
橋
五
郎
兵
衛
町

遠
州
屋
吉
平

16

中
橋
桶
町
一
丁
目

大
工
和
助

17

京
橋
具
足
町

大
工
卯
兵
衛

18

南
伝
馬
町
一
丁
目

越
後
屋
新
介

19

築
地
小
田
原
町

伊
勢
屋
卯
八

20

西
久
保
神
谷
町

牧
野
甚
太
郎

21

八
丁
堀
亀
井
町

明
石
屋
喜
兵
衛

22

千
住
四
丁
目

石
原
喜
左
衛
門

【
表
8
】「
万
人
講
」
の
講
員
一
覧
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67

記
載
な
し

田
中
平
四
郎

若
狭
屋
忠
右
衛
門
届

68

記
載
な
し

布
施
伊
右
衛
門

69

記
載
な
し

姫
路
屋
長
兵
衛

70

記
載
な
し

石
川
甫
淳

71

記
載
な
し

大
坂
屋
長
治
郎

72

記
載
な
し

梅
松
屋
政
五
郎

73

記
載
な
し

若
狭
屋
惣
兵
衛

74

新
吉
原
湯
屋
町

家
主
平
八

75

本
所
林
町

太
田
屋
茂
兵
衛

76

岩
井
町

万
屋
源
蔵

77

今
川
ば
し

川
崎
屋
文
治
郎

78

岩
井
町

遠
州
屋
又
兵
衛

79

橋
本
町

伊
野
屋
清
右
衛
門

80

弁
慶
橋

内
田
平
兵
衛

81

弁
慶
橋

三
河
屋
清
八

82

大
和
町

新
川
屋
庄
兵
衛

83

神
田
新
シ
橋

豆
腐
屋
伊
三
郎

84

記
載
な
し

村
田
屋
徳
兵
衛

85

記
載
な
し

内
田
屋
惣
兵
衛

86

記
載
な
し

和
泉
屋
源
兵
衛

87

記
載
な
し

出
羽
屋
徳
兵
衛

88

記
載
な
し

上
総
屋
吉
五
郎

「
江
戸
万
人
講
名
面
之
扣
」（
整
理
番
号
Ｂ

－

三
四
五
）
を
も
と
に
作
成
。

45

新
白
銀
町

三
河
屋
伝
兵
衛

46

下
谷
相
生
町

大
久
保
屋
六
右
衛
門

47

新
橋
瀧
山
町

若
狭
屋
忠
右
衛
門

48

神
田
富
永
町
一
丁
目

信
野
屋
清
兵
衛

49

神
田
佐
久
間
町
代
地

和
泉
屋
元
五
郎

50

神
田
鍛
冶
町

伏
見
屋
嘉
兵
衛

51

白
銀
町

川
嶋
平
兵
衛

52

本
石
町

日
野
屋
茂
右
衛
門

53

亀
井
町

上
総
屋
万
右
衛
門

54

記
載
な
し

同
吉
兵
衛

55

記
載
な
し

同
小
兵
衛

56

記
載
な
し

同
金
八

57

記
載
な
し

越
後
屋
佐
助

上
総
屋
万
右
衛
門
届

58

記
載
な
し

遠
州
屋
喜
太
郎

59

記
載
な
し

同
吉
右
衛
門

60

記
載
な
し

加
賀
屋
文
右
衛
門

61

記
載
な
し

松
川
屋
八
郎
兵
衛

62

記
載
な
し

越
後
屋
十
兵
衛

63

記
載
な
し

福
島
七
郎
右
衛
門

64

記
載
な
し

太
田
儀
右
衛
門

65

記
載
な
し

仙
台
屋
戸
右
衛
門

66

記
載
な
し

伊
勢
屋
仁
兵
衛

伊
せ
屋
又
八
届



次
に
、
忍
藩
領
に
つ
い
て
は
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
桑
名
藩
主
で
あ
っ
た
奥
平
松
平
氏
が
同
地
に
転
封
し
た
こ
と
を
契
機
と
す
る
。

第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
同
氏
は
多
度
神
社
と
の
関
係
の
継
続
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
藩
士
た
ち
も
同
様
で
あ
っ
て
、
翌
年
の
五
月

吉
日
付
で
作
ら
れ
た
「
忍
御
家
中
御
早
穂
神
帳
」
に
は
、
一
五
八
名
（
一
部
、
寺
院
な
ど
を
含
む
）
が
配
札
先
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
（
80
）。

さ

ら
に
、
領
内
へ
の
配
札
も
試
み
た
ら
し
く
、
同
年
八
月
吉
日
付
で
持
田
組
（
十
九
か
村
）・
佐
間
組
（
二
十
一
か
村
）・
谷
郷
組
（
十
二
か
村
）・

皿
尾
組
（
十
七
か
村
）・
行
田
町
方
・
熊
谷
宿
の
檀
那
帳
（「
忍
御
領
分
御
旦
方
帳
」）
を
作
成
し
て
い
る
（
81
）。

そ
し
て
、
文
政
九
年
八
月
に
は
「
御

家
中
当
御
宮

信
仰
」
を
理
由
に
勧
請
が
行
わ
れ
、
忍
城
内
に
分
社
が
創
建
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
（
82
）。

ま
た
、
勧
請
や
祈
祷
に
関
し
て
も
遠
隔
地
か
ら
の
依
頼
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

勧
請
の
例
と
し
て
は
、
筑
後
国
御
井
郡
中
村
（
現

福
岡
県
久
留
米
市
北
野
町
中
）
へ
の
勧
請
が
挙
げ
ら
れ
る
。
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）

二
月
、
久
留
米
藩
士
二
名
（
藤
重
久
平
・
青
木
平
助
）
と
若
宮
八
幡
宮
大
宮
司
（
合
原
安
芸
守
）
が
来
訪
し
、
一
目
連
神
社
の
勧
請
を
願
っ
た
（
83
）。

こ
れ
は
久
留
米
藩
主
有
馬
頼
徳
の
希
望
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
江
戸
に
お
い
て
も
、
表
坊
主
の
高
橋
栄
格
を
通
じ
て
桑
名
藩
主
松
平
定
永
に

依
頼
が
行
わ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
江
戸
の
分
社
の
評
判
を
伝
聞
し
、
勧
請
を
企
図
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

勧
請
に
用
い
ら
れ
た
神
幣
に
は
「
伊
勢
国
多
度

一
目
連
大
神
御
神
幣
水
災
消
除
守
護
所
」
と
あ
り
、
水
害
除
け
が
目
的
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
神
幣
は
久
留
米
ま
で
運
ば
れ
、
同
年
四
月
二
十
九
日
に
新
た
に
創
建
さ
れ
た
社
殿
へ
の
遷
座
が
行
わ
れ
た
。

祈
祷
の
例
と
し
て
は
、
船
舶
を
対
象
と
し
た
祈
祷
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
小
串
氏
が
依
頼
に
応
じ
て
毎
月
朔
日
に
海
上
の
安
全
を
祈
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
随
時
、
祈
祷
を
受
け
付
け
て
い
た
ら
し
い
。
祈
祷
の
証
と
し
て
依
頼
者
に
は
「
船
札
」
が
授
与
さ
れ
た
。

こ
の
祈
祷
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
、
小
串
氏
に
残
さ
れ
た
「
船
札
」
の
ひ
な
形
が
参
考
と
な
る
（
84
）。

そ
の
内
容
か
ら
十
九
世
紀
前
半
の
作

成
と
推
定
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
よ
り
以
前
に
船
舶
へ
の
祈
祷
を
行
っ
て
い
た
形
跡
は
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
多
度
神
社
の
知
名
度
が

上
昇
す
る
な
か
で
、
当
該
期
か
ら
小
串
氏
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。
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【
表
9
】
は
「
毎
月
朔
日
海
上
安
全
御
祈
祷
扣
」
に
載
せ
ら
れ
た
祈
祷
依
頼
を
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
か
ら
同
五
年
ま
で
の
五
年
間
に
絞
っ

て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
年
に
よ
っ
て
記
載
に
精
粗
が
あ
る
た
め
完
全
な
も
の
で
は
無
い
が
、
お
お
よ
そ
の
傾
向
は
把
握
で
き
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

【
表
9
】
祈
祷
の
依
頼
一
覧
（
天
保
元
年
～
天
保
五
年
）
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年

月

日

№

対

象

初
穂
料

授
与
物

備

考

天
保
元
年

（
一
八
三
〇
）
正
月
二
十
五
日

1

摂
州
二
つ
茶
屋
浦
木
屋

宝
吉
丸
、
善
六
船

金
一
〇
〇
疋

不
明

代
参
、
一
宿

2

摂
州
新
在
家

神
龍
丸
、
治
郎
兵
衛
船

南
鐐
一
斤

不
明

正
月
二
十
八
日

3

紀
州
富
田
浦

□
宝

（
虫
損
）

丸
、
惣
治
郎
船

南
鐐
一
斤

大
札

代
参
、
一
宿

正
月
二
十
九
日

4

紀
州
富
田
浦

幸
順
丸
、
清
治
郎
船

南
鐐
一
斤

大
札

代
参
両
人
、
一
宿

5

紀
州
富
田
浦

若
宮
丸
、
三
兵
衛
船

南
鐐
一
斤

大
札

三
月
十
一
日

6

摂
州
大
石
木
屋

万
丸
、
三
五
兵
衛
船

南
鐐
一
斤

大
札

三
月
十
二
日

7

駿
州
沼
津

日
吉
丸
、
惣
五
郎
船

南
鐐
一
斤

大
札

三
月
十
九
日

8

摂
州
新
在
家
兵
庫
屋

飛
龍
丸
、
嘉
平
治

南
鐐
一
斤

大
札

一
宿

9

摂
州
新
在
家
大
和
屋

神
龍
丸
、
治
郎
兵
衛

南
鐐
一
斤

大
札

一
宿

閏
三
月
六
日

10

紀
州
富
田
浦

若
宮
丸
、
三
兵
衛
船

南
鐐
一
斤

大
札

11

摂
州
鳴
尾
村

辰
咸
光
丸
、
半
左
衛
門

南
鐐
一
斤

大
札

閏
三
月
十
日

12

紀
州
富
田
浦

四
社
丸
、
弥
八
船

南
鐐
一
斤

大
札

13

紀
州
富
田
浦

国
市
丸
、
清
三
郎
船

南
鐐
一
斤

大
札

14

紀
州
富
田
浦

天
神
丸
、
市
五
郎
船

南
鐐
一
斤

大
札
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天
保
元
年

（
一
八
三
〇
）
閏
三
月
十
日

15

紀
州
富
田
浦

虎
栄
丸
、
市
三
郎
船

南
鐐
一
斤

大
札

閏
三
月
二
十
日

16

紀
州
富
田
浦

富
栄
丸
、
松
之
助
船

南
鐐
一
斤

大
札

閏
三
月
二
十
五
日

17

摂
州
大
石

観
音
丸
、
重
五
郎
船

金
一
〇
〇
疋

大
札

四
月
十
四
日

18

紀
州
富
田
浦

永
徳
丸
、
与
平
治

南
鐐
一
斤

大
札

19

紀
州
富
田
浦

住
吉
丸
、
市
治
郎

南
鐐
一
斤

大
札

四
月
二
十
六
日

20

摂
州
神
戸

威
徳
丸
、
宗
吉
船

金
一
〇
〇
疋

大
札
、
御
供

五
月
十
一
日

21

紀
州
富
田
浦

松
栄
丸
、
松
三
郎
船

南
鐐
一
斤

大
札
、
御
供

十
月
九
日

22

大
坂

国
市
丸
、
清
三
郎
船

南
鐐
一
斤

大
札
、
御
供

外
ニ
一
朱
茶
代
、
一
宿

23

知
多
郡
野
間

栄
福
丸
、
重
蔵
船

南
鐐
一
斤

大
札
、
御
供

24

知
多
郡
多
屋

神
風
丸
、
元
治
郎
船

南
鐐
一
斤

大
札
、
御
供

25

知
多
郡
常
滑

福
吉
丸
、
文
長
船

南
鐐
一
斤

大
札
、
御
供

一
宿
、
茶
代
五
朱

十
月
二
十
六
日

26

紀
州
富
田
浦

観
音
丸
、
利
平
治
船

南
鐐
一
斤
･鳥
目
二
〇
〇

銅
、
八
月
二
十
七
日
大
風

ニ
付
、
御
願
解
御
祈
祷
料
大
札
、
御
供
物

代
参
、
日
帰
り

27

紀
州
富
田
浦

安
全
丸
、
万
治
郎
船

南
鐐
一
斤
、
外
一
朱
御
初

穂
、
又
二
〇
疋
・
一
二
銅
大
札
、
御
供

代
参
鶴
松

28

駿
州
沼
津

日
吉
丸
、
惣
五
郎
船

南
鐐
一
斤

大
札
、
御
供

日
帰
り

29

桑
名
い
せ
屋
、
六
兵
衛
家
船

不
明

不
明

十
月
二
十
八
日

30

摂
州
大
石
木
屋

一
力
丸
、
三
五
郎
船

南
鐐
一
斤

大
札
、
供
御

一
宿
、
代
参

31

摂
州
大
石

嘉
徳
丸
、
新
五
郎
船

南
鐐
一
斤

大
札
、
供
御

一
宿
、
代
参

十
一
月
朔
日

32

尾
州
常
滑

金
慶
丸
、
伊
助
船

金
三
朱
、
御
湯
立

大
札

一
朱
茶
代

年

月

日

№

対

象

初
穂
料

授
与
物

備
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十
一
月
二
十
日

33

紀
州
富
田
浦

幸
順
丸
、
清
次
郎
船
、
大
坂

あ
し
川
壱
丁
目

船
掛
り
、
小
西
新
六
、
代

茂
七

南
鐐
一
斤

大
札
、
御
供

一
宿
、代
参
弐
人
、茶
代
一
朱
、

十
月
二
十
一
日
破
船

十
一
月
二
十
一
日

34

摂
州
御
影

弥
平
治
船
、
神
力
丸
、
正
十
郎

南
鐐
一
斤

大
札
、
供
御

35

摂
州
御
影

神
吉
丸
、
権
十
郎
船

南
鐐
一
斤

大
札
、
供
御

36

摂
州
御
影

弥
平
治
船
、
神
通
丸
、
徳
十
郎

南
鐐
一
斤

大
札
、
供
御

天
保
二
年

（
一
八
三
一
）
二
月
十
七
日

37

二
番

鶏
亀
丸
（
御
用
船
）

金
二
〇
〇
疋

不
明

帰
帆
、
御
代
拝
川
越
様

二
月
十
八
日

38

紀
州
富
田
浦

松
栄
丸
、
松
三
郎

南
鐐
一
斤

大
札
、
供
御

代
参

二
月
二
十
七
日

39

尾
州
常
滑

富
久
丸
、
伊
兵
衛
船

南
鐐
一
斤

大
札

御
下
ケ
船
、
御
祈
祷

三
月
七
日

40

紀
州
乗

大
坂
国
市
丸
、
清
三
郎

南
鐐
一
斤

大
札
、
御
供

御
代
参
、
一
宿

三
月
十
九
日

41

紀
州
富
田
浦

四
社
丸
、
弥
八
船

南
鐐
一
斤

大
札
、
御
洗
米

42

紀
州
富
田
浦

同
船
中

一
朱

不
明

御
初
尾

43

紀
州
富
田
浦

信
龍
丸
、
九
蔵
船

南
鐐
一
斤

大
札
、
御
洗
米

四
月
二
日

44

紀
州
富
田
浦

太
宝
丸
、
惣
治
郎

南
鐐
一
斤

大
札
、
御
供

45

紀
州
富
田
浦

虎
栄
丸
、
市
三
郎

南
鐐
一
斤

大
札
、
御
供

46

摂
州
御
影

権
現
丸
、
十
蔵
船

一
朱

不
明

47

紀
州
日
比
浦

神
社
丸
、
栄
介
船

一
朱

不
明

一
宿

四
月
十
日

48

紀
州
富
田
浦

安
全
丸
、
万
次
郎

南
鐐
一
斤

大
札
、
御
供

49

紀
州
富
田
浦

住
吉
丸
、
市
次
郎

南
鐐
一
斤

大
札
、
御
供

50

摂
州
大
石
松
屋

弁
天
丸
、
伊
兵
衛

一
朱

大
札
、
御
供

51

大
坂
福
嶋

住
宝
丸
、
半
左
衛
門

一
朱

不
明

一
宿
、代
参
、宿
料
二
朱
、十
介
･

新
蔵
・
安
蔵
・
善
吉
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天
保
二
年

（
一
八
三
一
）
六
月
二
十
六
日

52

摂
州
西
ノ
宮

住
吉
丸
、
権
蔵
船

南
鐐
一
斤

大
札

代
参
、
両
人
一
宿
、
金
一
朱

十
一
月
十
四
日

53

摂
州
新
在
家

勇
力
丸
、
三
吉
船

南
鐐
一
斤

大
札

代
参
弐
人

天
保
三
年

（
一
八
三
二
）
正
月
元
日

54

佐
藤
孫
右
衛
門
船
（
御
用
船
）

金
三
〇
〇
疋

不
明

鶏
亀
丸
両
船
御
祈
祷

正
月
四
日

55

紀
州
富
田
浦

幸
福
丸
、
清
次
郎

南
鐐
一
斤

大
札

幸
順
丸
事
改

正
月
八
日

56

遠
州
掛
塚

檀
吉
丸
、
権
六
船

南
鐐
一
斤

大
札

正
月
八
日

57

駿
州
沼
津

日
吉
丸
、
宗
五
郎

南
鐐
一
斤

大
札

二
月
三
日

58

知
多
郡
多
屋
浦

幸
久
丸
、
八
三
郎

金
三
朱

中
札
二
枚

59

知
多
郡
多
屋
浦

宮
徳
丸
、
半
治
郎

二
月
十
八
日

60

摂
州
大
坂
藤
田

喜
龍
丸
、
源
左
衛
門

金
三
朱

大
札

61

摂
州
大
石

一
力
丸
、
三
五
郎

金
二
朱

大
札

一
宿
、
代
参
壱
人

三
月
二
十
一
日

62

紀
州
富
田
浦

太
宝
丸
、
惣
治
郎

二
朱

不
明

63

紀
州
富
田
浦

虎
栄
丸
、
市
三
郎

二
朱

不
明

64

紀
州
富
田
浦

信
龍
丸
、
九
蔵

二
朱

不
明

65

紀
州
富
田
浦

永
徳
丸
、
与
平
治

二
朱

不
明

三
月
二
十
二
日

66

摂
州
神
戸

宝
松
丸
、
権
大
夫

二
朱

不
明

67

摂
州
神
戸

宝
力
丸
、
十
大
夫

二
朱

不
明

68

摂
州
大
石

嘉
徳
丸
、
新
五
郎

二
朱

不
明

69

摂
州
大
石

住
吉
丸
、
松
大
夫

一
朱

不
明

70

摂
州
大
石

明
神
丸
、
半
十
郎

一
朱

不
明

年

月

日

№

対

象

初
穂
料

授
与
物
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三
月
二
十
二
日

71

摂
州
御
影

御
影
丸
、
庄
五
郎

一
朱

不
明

72

摂
州
御
影

宝
珠
丸
、
源
十
郎

一
朱

不
明

三
月
二
十
三
日

73

紀
州
富
田
浦

住
吉
丸
、
平
五
郎
船

南
鐐
一
斤

不
明

三
月
二
十
六
日

74

摂
州
御
影

若
吉
丸
、
民
十
郎
船

一
朱

不
明

75

摂
州
御
影

権
現
丸
、
重
吉
船

一
朱

不
明

76

摂
州
御
影

神
力
丸
、
庄
十
郎
船

一
朱

不
明

77

摂
州
御
影

神
明
丸
、
留
十
郎
船

一
朱

不
明

78

摂
州
御
影

理
吉
丸
、
権
九
郎
船

一
朱

不
明

79

摂
州
御
影

住
寿
丸
、
留
太
郎
船

一
朱

不
明

80

摂
州
御
影

明
円
丸
、
重
太
郎
船

一
朱

不
明

三
月
二
十
八
日

81

摂
州
大
石
浦

伊
勢
丸
、
助
五
郎
船

南
鐐
一
斤

不
明

82

摂
州
兵
庫

辰
久
丸
、
源
蔵
船

南
鐐
一
斤

不
明

四
月
三
日

83

摂
州
二
つ
茶
屋

宝
吉
丸
、
善
六
船

金
一
〇
〇
疋

不
明

泊

84

摂
州
大
石
浦
木
屋

大
徳
丸
、
権
大
夫
船

南
鐐
一
斤

不
明

泊

四
月
二
十
七
日

85

紀
州
富
田
浦

富
栄
丸
、
松
之
介

南
鐐
一
斤

不
明

五
月
二
日

86

紀
州
富
田
浦

松
栄
丸
、
松
三
郎

南
鐐
一
斤

不
明

87

紀
州
富
田
浦

幸
福
丸
、
清
治
郎

南
鐐
一
斤

大
札
・
御
供

立
帰
り

五
月
三
日

88

摂
州
御
影
浦

神
清
丸
、
権
八

一
朱
金

中
札

89

摂
州
御
影
浦

神
通
丸
、
徳
治
郎

一
朱
金

中
札

五
月
十
三
日

90

摂
州
御
蔭

宝
暦
丸
、
連
十
郎

一
朱
金

中
札

91

摂
州
御
蔭

金
花
丸
、
市
左
衛
門

一
朱
金

中
札
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天
保
三
年

（
一
八
三
二
）
五
月
八
日

92

三
番

鶏
亀
丸
（
御
用
船
）

金
一
〇
〇
疋

不
明

出
帆
御
願

93

二
番

鶏
亀
丸
（
御
用
船
）

金
二
〇
〇
疋

不
明

帰
帆
御
礼
、
御
船
奉
行
御
代

拝
森
久
兵
衛
様

五
月
十
五
日

94

紀
州
富
田
浦

太
宝
丸
、
惣
治
郎

南
鐐
一
斤

大
札
・
御
供

代
参
、
立
帰
り

五
月
二
十
三
日

95

二
番

鶏
亀
丸
（
御
用
船
）、
佐
藤
孫
右
衛
門

金
一
〇
〇
疋

不
明

海
上
安
全
御
祈
祷
料

六
月
十
四
日

96

紀
州
富
田
浦

安
全
丸
、
万
次
良

南
鐐
一
斤

不
明

十
月
二
十
二
日

97

知
多
郡
常
滑
北
条

富
栄
丸
、
仁
平
船

南
鐐
一
斤

不
明

代
参
彦
吉
、
下
船
御
祈
祷
料

天
保
四
年

（
一
八
三
三
）

三
月
十
八
日

98

紀
州
富
田
浦

太
宝
丸
、
惣
治
郎

南
鐐
一
斤

大
札

99

紀
州
富
田
浦

四
社
丸
、
弥
八

南
鐐
一
斤

大
札

100

紀
州
富
田
浦

住
吉
丸
、
市
治
郎

南
鐐
一
斤

大
札

101

紀
州
富
田
浦

虎
栄
丸
、
市
三
郎

南
鐐
一
斤

大
札

102

摂
州
大
石

大
徳
丸
、
権
大
夫

南
鐐
一
斤

大
札

103

紀
州
日
井
浦

神
社
丸
、
莫
助

金
一
朱

中
札

右
昼
支
度
計
、
茶
一
朱
ト
二

〇
〇
文

104

紀
州
日
井
浦

大
津
丸
、
久
五
郎

一
〇
〇
文

不
明

105

弐
番

鶏
亀
丸
（
御
用
船
）、
孫
太
郎

金
一
〇
〇
疋

不
明

祈
願

106

三
番

鶏
亀
丸
（
御
用
船
）、
孫
太
郎

金
二
〇
〇
疋

不
明

御
礼

107

弐
番

鶏
亀
丸
（
御
用
船
）、
孫
太
郎

金
二
〇
〇
疋

不
明

御
礼
、御
船
奉
行
森
久
兵
衛
様

四
月
十
日

108

摂
州
大
石
松
屋

住
吉
丸
、
松
大
夫

金
一
朱

中
札

109

摂
州
御
影
浦

宝
暦
丸
、
善
十
郎

金
一
朱

中
札

両
度
差
出
人
一
朱
上
ル

110

摂
州
御
影
浦

宝
栄
丸
、
源
九
郎

金
一
朱

中
札

年

月

日

№

対
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初
穂
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授
与
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四
月
十
二
日

111

摂
州
御
影
浦

住
吉
丸
、
留
五
郎
船

金
一
朱

中
札

下
茶
屋
一
宿

四
月
十
三
日

112

紀
州
富
田
浦

永
徳
丸
、
与
平
治

金
二
朱

大
札
・
御
供

113

紀
州
富
田
浦

亀
力
丸
、
善
九
郎

金
二
朱

大
札
・
御
供

114

紀
州
富
田
浦

安
全
丸
、
万
治
郎

金
二
朱

大
札
・
御
供

115

紀
州
富
田
浦

永
徳
丸
、
船
中

金
一
朱

不
明

拝
海
上
安
全

四
月
十
五
日

116

摂
州
御
影
浦

金
花
丸
、
市
左
衛
門

金
一
朱

不
明

117

摂
州
御
影
浦

神
力
丸
、
正
十
郎

金
一
朱

不
明

118

摂
州
兵
庫

辰
吉
丸
、
利
十
郎

金
一
朱

不
明

立
帰
り

四
月
十
八
日

119

摂
州
大
石

宝
松
丸
、
権
大
夫
船

金
一
〇
〇
疋

大
札
・
御
供

120

紀
州
富
田
浦

富
栄
丸
、
松
之
助

二
朱

大
札
・
御
供

121

紀
州
富
田
浦

幸
福
丸
、
清
次
郎

二
朱

大
札
・
御
供

122

大
坂
阿
波
屋

国
市
丸
、
清
三
郎

二
朱

大
札
・
御
供

一
宿

四
月
二
十
四
日

123

御
船
奉
行

川
越
尚
右
衛
門
御
代
参

金
二
〇
〇
疋

不
明

鶏
亀
丸
越
後
ゟ
大
坂
江
渡
海

ニ
付
、海
上
安
全
御
祈
祷

124

御
船
奉
行

川
越
尚
右
衛
門
御
代
参

金
一
〇
〇
疋

不
明

四
月
二
十
六
日

125

紀
州
富
田
浦

永
徳
丸
、
与
平
治

二
朱

不
明

126

紀
州
富
田
浦

安
全
丸
、
万
治
郎

二
朱

不
明

四
月
七
日
大
風
心
願
仕
ニ
付
、

為
御
礼
態
々
代
参

八
月
二
十
六
日

127

紀
州
富
田
浦

幸
福
丸
、
清
左
衛
門

南
鐐
一
斤

大
札

一
宿

天
保
五
年

（
一
八
三
四
）
正
月
二
日

128

駿
州
沼
津

日
吉
丸
、
惣
五
郎
船

金
二
朱

大
札

129

摂
州
大
坂

大
和
丸

金
一
朱

不
明
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天
保
五
年

（
一
八
三
四
）
正
月
二
十
五
日

130

桑
名

鶏
亀
丸
（
御
用
船
）

金
一
〇
〇
疋

不
明

出
帆

131

桑
名

鶏
亀
丸
（
御
用
船
）

金
一
〇
〇
疋

不
明

出
帆

132

桑
名

鶏
亀
丸
（
御
用
船
）

金
二
〇
〇
疋

不
明

帰
帆
、
御
船
奉
行
川
越
尚
右

衛
門
殿

二
月
二
日

133

大
坂
大
津
屋

吉
祥
丸
、
亀
大
夫
船

金
一
〇
〇
疋

大
札

代
参
一
宿
、
宿
料
二
〇
〇
文

二
月
二
十
三
日

134

摂
州
大
坂

妙
見
丸
、
松
五
郎
船

金
一
〇
〇
疋

大
札

三
月
朔
日

135

三
番

鶏
亀
丸
（
御
用
船
）、
佐
藤
孫
大
夫

金
一
〇
〇
疋

大
札

三
月
二
十
日

136

摂
州
御
影

宝
珠
丸
、
源
十
郎

金
一
朱

中
札

137

摂
州
御
影

神
宝
丸
、
源
次
郎

金
一
朱

中
札

138

摂
州
大
坂
小
堀
江

松
栄
丸
、
松
三
郎

南
鐐
一
斤

大
札
・
御
供

139

摂
州
大
坂
小
堀
江

国
市
丸
、
清
三
郎

南
鐐
一
斤

大
札
・
御
供

140

摂
州
御
影
浦

宝
永
丸
、
庄
五
郎

金
一
朱

中
札

141

摂
州
御
影
浦

住
珠
丸
、
富
太
郎

金
一
朱

中
札

142

摂
州
大
石
浦

住
吉
丸
、
松
大
夫

金
一
朱

中
札

日
帰
り

三
月
二
十
七
日

143

志
州
片
田

伊
せ
丸
、
久
蔵
船

一
朱

不
明

144

志
州
片
田

日
吉
丸
、
四
郎
助
船

一
朱

不
明

四
月
朔
日

145

紀
州
富
田
浦

天
運
丸
、
参
兵
衛

南
鐐
一
斤

大
札

146

紀
州
富
田
浦

永
徳
丸
、
与
平
治

南
鐐
一
斤

大
札

147

紀
州
富
田
浦

住
吉
丸
、
市
大
夫

南
鐐
一
斤

大
札

148

紀
州
富
田
浦

安
全
丸
、
万
治
郎

南
鐐
一
斤

大
札

年

月

日

№

対

象

初
穂
料

授
与
物

備

考
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149

紀
州
富
田
浦

太
宝
丸
、
惣
治
郎

南
鐐
一
斤

大
札

四
月
十
三
日

150

鶏
亀
丸
（
御
用
船
）、
佐
藤
孫
大
夫
殿

金
二
〇
〇
疋

不
明

帰
帆
御
礼

四
月
二
十
三
日

151

摂
州
御
影
浦

天
徳
丸
、
権
五
郎
船

金
二
朱

不
明

152

大
坂
安
治
川
木
屋

亀
一
丸
、
善
五
郎
船

金
二
朱

不
明

心
願
成
就
御
礼

153

大
坂
木
屋

摂
州
大
石
浦

嘉
徳
丸
、
新
五

郎
船

金
二
朱

不
明

154

摂
州
御
影
浦

加
吉
丸
、
権
次
郎
船

金
一
朱

不
明

155

摂
州
兵
庫

辰
宝
丸
、
利
蔵
船

金
一
朱

不
明

156

摂
州
御
影
浦

嘉
通
丸
、
弥
十
郎
船

金
一
朱

不
明

157

摂
州
御
影
浦

神
吉
丸
、
権
十
郎
船

金
一
朱

不
明

158

摂
州
東
明
浦

太
神
丸
、
力
蔵
船

金
一
朱

不
明

御
代
参
、
一
宿

159

摂
州
御
影
浦

若
戎
丸
、
甚
蔵
船

金
二
朱

不
明

日
帰
り

五
月
朔
日

160

大
坂
安
治
川
伏
見
屋

飛
龍
丸
、
嘉
平
治

南
鐐
一
斤

不
明

一
宿

161

摂
州
神
戸
木
屋

宝
吉
丸
、
善
六
船

南
鐐
一
斤

不
明

162

摂
州
大
石
木
屋

大
徳
丸
、
権
大
夫
船

南
鐐
一
斤

不
明

163

摂
州
御
影
浦

明
恵
丸
、
十
五
郎
船

南
鐐
一
朱

不
明

164

摂
州
神
戸
浦

宝
暦
丸
、
十
大
夫
船

金
一
朱

不
明

五
月
二
日

165

紀
州
富
田
浦

幸
福
丸
、
清
次
郎

金
一
朱

不
明

六
月
八
日

166

三
番

鶏
亀
丸
（
御
用
船
）

金
一
〇
〇
疋
、
御
湯
料

不
明

六
月
九
日

167

二
番

鶏
亀
丸
（
御
用
船
）・
三
番

鶏
亀

丸
（
御
用
船
）、
佐
藤
孫
大
夫

金
二
〇
〇
疋

不
明



ま
ず
、
№
23
・
24
な
ど
の
よ
う
に
尾
張
国
知
多
郡
の
船
舶
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
伊
勢
湾
で
活
動
を
行
う
人
々
か
ら
依
頼
が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
り
わ
け
、
大
半
が
紀
伊
国
や
摂
津
国
の
船
舶
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
で
確
認
で
き
る
紀
伊
国
牟
婁
郡
富
田
浦

や
摂
津
国
兎
原
郡
御
影
浦
な
ど
が
、
菱
垣
廻
船
や
樽
廻
船
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
（
85
）、

江
戸
と
大
坂
を
結
ぶ
南
海
路
を
航
海
す
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天
保
五
年

（
一
八
三
四
）
六
月
二
十
一
日

168

三
番

鶏
亀
丸
（
御
用
船
）

金
二
〇
〇
疋

不
明

五
月
十
四
日
着
、
六
月
八
日

出
帆

169

四
番

鶏
亀
丸
（
御
用
船
）

金
一
〇
〇
疋

不
明

五
月
十
二
日
着
、六
月
八
日
出

帆
、御
代
参
川
越
尚
右
衛
門
殿

七
月
二
十
二
日

170

知
多
郡
常
滑

宮
吉
丸
・
宮
栄
丸

金
一
〇
〇
疋

木
札
二
枚

九
月
晦
日

171

鶏
亀
丸
御
代
参

川
越
尚
右
衛
門
様
（
御
用

船

鶏
亀
丸
）

金
一
〇
〇
疋

不
明

平
野
家
宿

172

金
二
〇
〇
疋

十
月
朔
日

173

三
州
大
浜

鳥
目
六
〇
〇
銅
、
半
湯
立

有
之

不
明

十
月
五
日

174

摂
州
大
石
木
屋

住
寿
丸
、
源
五
郎

金
一
朱

不
明

代
参
一
宿
、
二
〇
〇
文
遣
用

十
二
月
七
日

175

摂
州
兵
庫

辰
吉
丸
、
利
十
郎

金
一
朱

中
札

一
宿

十
二
月
十
日

176

摂
州
新
在
家

末
吉
丸
、
梅
之
助

金
二
朱

大
札

一
宿

177

摂
州
新
在
家

勇
力
丸
、
三
吉
船

金
二
朱

大
札

一
宿

十
二
月
十
一
日

178

摂
州
御
影
浦

権
力
丸
、
又
兵
衛

金
一
朱

不
明

179

摂
州
大
石
浦

観
徳
丸
、
善
五
郎

金
一
朱

不
明

「
毎
月
朔
日
海
上
安
全
御
祈
祷
扣
」（
整
理
番
号
Ｂ

－

一
〇
）
を
も
と
に
作
成
。

年

月

日

№

対

象

初
穂
料

授
与
物

備

考



る
人
々
か
ら
頻
繁
に
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
と
指
摘
で
き
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
駿
河
国
（
№
7
・
28
・
57
・
128
）
や
遠
江
国
（
№
56
）
の

船
舶
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
頃
に
な
る
と
多
度
神
社
は
、
海
上
安
全
に
霊
験
が
あ
る
神
社
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
祈
祷
を
行

う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
章
で
は
、
小
串
氏
の
布
教
活
動
と
信
仰
の
伝
播
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

同
氏
の
活
動
は
、
十
七
世
紀
で
は
多
度
神
社
の
近
隣
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
十
八
世
紀
に
入
る
と
活
発
化
し
、
尾
張
国
・
美
濃
国
な
ど

も
対
象
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
十
九
世
紀
に
は
江
戸
や
忍
藩
領
と
い
っ
た
遠
隔
地
が
加
わ
っ
た
。
こ
の
過
程
を
跡
付
け
た
こ
と

で
、
社
家
の
活
動
に
よ
っ
て
信
仰
が
拡
大
す
る
様
相
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
で
き
た
。

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
多
度
神
社
と
小
串
氏
を
事
例
と
し
て
、
社
家
の
活
動
と
信
仰
の
伝
播
を
見
て
き
た
。

ま
ず
、
第
二
章
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
藩
主
家
の
交
代
に
と
も
な
っ
て
同
社
の
社
領
は
た
び
た
び
減
少
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
小
串

氏
は
経
営
の
基
盤
を
布
教
活
動
に
よ
る
収
入
（
初
穂
料
）
に
移
し
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
第
三
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
十
八
世
紀
前
半
か

ら
活
発
に
活
動
を
展
開
す
る
。

同
氏
は
配
札
の
ほ
か
に
祈
祷
や
勧
請
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
依
頼
者
の
希
望
に
細
か
く
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
信
仰

の
伝
播
に
は
、
勧
請
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
多
度
神
社
の
場
合
、
桑
名
藩
下
屋
敷
に
分
社
が
創
建
さ
れ
た

近
世
の
地
域
大
社
と
社
家
の
布
教
活
動
（
谷
戸
）

― 167 ―



こ
と
を
契
機
と
し
て
、
江
戸
に
信
仰
が
広
が
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
久
留
米
藩
内
へ
の
勧
請
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
江
戸
へ
の
勧
請
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
金
毘
羅
信
仰
の
事
例
と
共
通
し
て
い
る
（
86
）。

近
世
は
様
々
な

信
仰
が
地
域
を
越
え
て
広
が
っ
た
時
代
で
あ
る
が
、
こ
の
伝
播
に
お
い
て
江
戸
と
い
う
都
市
が
果
た
し
た
役
割
を
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
近
世
後
期
に
な
る
と
、
武
家
屋
敷
内
に
邸
内
社
が
建
て
ら
れ
、
盛
ん
に
公
開
さ
れ
た
こ
と
が
既
に
判
明
し
て
い
る
（
87
）。

今

後
は
、
こ
れ
が
信
仰
の
伝
播
や
勧
請
元
の
寺
社
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
ほ
か
の
課
題
と
し
て
、
藩
と
地
域
大
社
と
の
関
係
の
解
明
が
挙
げ
ら
れ
る
。
多
度
神
社
を
例
に
す
る
と
、
第
三
章
（
2
）
で
触
れ
た

よ
う
に
桑
名
藩
（
藩
主
）
は
た
び
た
び
祈
祷
を
命
じ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
藩
主
や
名
代
の
参
拝
事
例
も
数
多
く
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
地

域
大
社
は
、
藩
内
に
お
い
て
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
支
配
の
問
題
に
も
目
配
り
し
た
上
で
、
そ
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

最
後
と
な
っ
た
が
、
本
稿
で
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
布
教
活
動
と
信
仰
の
様
相
は
一
端
に
過
ぎ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
多
度
神
社
の
布
教
活
動

は
小
串
氏
だ
け
で
は
な
く
、
平
野
氏
も
行
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
同
氏
の
活
動
は
小
串
氏
に
比
肩
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
、
今
後

は
こ
れ
に
つ
い
て
も
解
明
し
て
ゆ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
各
地
の
分
社
に
関
し
て
も
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

右
の
諸
課
題
に
つ
い
て
は
、
他
の
寺
社
の
事
例
も
踏
ま
え
別
稿
を
期
す
こ
と
と
し
た
い
。

註
（
1
）
高
埜
利
彦
『
近
世
日
本
の
国
家
権
力
と
宗
教
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
）、
井
上
智
勝
『
近
世
の
神
社
と
朝
廷
権
威
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
七
年
）、
高
埜
利
彦
『
近
世
の
朝
廷
と
宗
教
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
。

（
2
）
井
上
智
勝
「
近
世
の
神
職
編
成
と
国
郡
制
・
領
主
制
」（
井
上
智
勝
・
高
埜
利
彦
編
『
近
世
の
宗
教
と
社
会
2

国
家
権
力
と
宗
教
』
所
収
、
吉
川
弘

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』
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文
館
、
二
〇
〇
八
年
）・「
近
世
の
神
職
組
織
―
触
頭
を
擁
す
る
組
織
を
対
象
に
―
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
四
八
号
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
3
）
澤
博
勝
『
近
世
の
宗
教
組
織
と
地
域
社
会
―
教
団
信
仰
と
民
間
信
仰
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）、
竹
ノ
内
雅
人
『
江
戸
の
神
社
と
都
市
社
会
』

（
校
倉
書
房
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
。

（
4
）
原
淳
一
郎
『
近
世
寺
社
参
詣
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
。

（
5
）
中
世
諸
国
一
宮
制
研
究
会
編
『
中
世
諸
国
一
宮
制
の
基
礎
的
研
究
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）、
一
宮
研
究
会
編
『
中
世
一
宮
制
の
歴
史
的
展
開

上
：
個
別
研
究
編
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）・『
中
世
一
宮
制
の
歴
史
的
展
開

下
：
総
合
研
究
編
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）、
井
上
寛
司
『
日

本
中
世
国
家
と
諸
国
一
宮
制
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
6
）
西
田
か
ほ
る
「
地
域
大
社
の
実
態
に
つ
い
て
」（『
近
世
甲
斐
国
社
家
組
織
の
研
究
』
所
収
、
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
。
初
出
は
二
〇
〇
三
年
）、

二
八
三
頁
。

（
7
）
松
本
和
明
「
近
世
西
宮
神
社
の
社
中
構
造
―
貞
享
～
正
徳
期
を
事
例
と
し
て
―
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
三
六
号
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
。

（
8
）
靱
矢
嘉
史
「
武
州
御
嶽
山
の
近
世
的
成
立
―
武
蔵
国
地
域
大
社
の
一
事
例
と
し
て
―
」（『
早
稲
田
―
研
究
と
実
践
―
』
三
一
号
、
二
〇
〇
九
年
）・「
武
州

御
嶽
山
と
幕
府
・
朝
廷
勢
力
」（
武
蔵
御
嶽
神
社
及
び
御
師
家
古
文
書
学
術
調
査
団
編
『
武
州
御
嶽
山
の
史
的
研
究
』
所
収
、
岩
田
書
院
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
。

（
9
）
金
毘
羅
信
仰
に
関
し
て
は
、
守
屋
毅
編
『
民
衆
宗
教
史
叢
書
第
十
九
巻

金
毘
羅
信
仰
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
七
年
）
を
参
照
。

（
10
）
近
世
に
は
「
多
度
権
現
」・「
多
度
大
神
宮
」
な
ど
様
々
な
呼
称
が
存
在
し
た
。
煩
雑
を
避
け
る
た
め
、
本
稿
で
は
「
多
度
神
社
」
で
統
一
す
る
。

（
11
）
多
度
神
社
と
そ
の
祭
神
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
吉
井
良
隆
「
多
度
神
社
」（
式
内
社
研
究
会
編
『
式
内
社
調
査
報
告
第
七
巻

東
海
道
2
』
所
収
、
皇

學
館
大
学
出
版
部
、
一
九
七
七
年
）、
中
野
泰
志
「
多
度
大
社
」（
谷
川
健
一
編
『
日
本
の
神
々
―
神
社
と
聖
地
―
第
六
巻

伊
勢
・
志
摩
・
伊
賀
・
紀
伊
』

所
収
、
白
水
社
、
一
九
八
六
年
）、
岡
野
友
彦
「
伊
勢
国
」（
註
（
5
）
中
世
諸
国
一
宮
制
研
究
会
前
掲
書
所
収
）
に
拠
っ
た
。

（
12
）
た
だ
し
、
主
祭
神
（
多
度
神
）
が
天
津
彦
根
命
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
近
世
中
期
以
降
と
さ
れ
る
（
堀
田
吉
雄
「
多
度
神
と
其
の
信

仰
―
民
俗
学
よ
り
見
た
御
祭
神
転
移
の
過
程
―
」、『
伊
勢
民
俗
』
二
号
、
一
九
五
二
年
、
五
頁
）。

（
13
）
柳
田
國
男
「
目
一
つ
五
郎
考
」（『
定
本

柳
田
國
男
集

第
五
巻
』
所
収
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
二
年
。
初
出
は
一
九
二
七
年
）。

近
世
の
地
域
大
社
と
社
家
の
布
教
活
動
（
谷
戸
）
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（
14
）
井
後
政
晏
「
伊
勢
国
一
宮
の
再
検
討
―
多
度
神
社
と
椿
大
神
社
―
」（『
皇
學
館
大
學
神
道
研
究
所
所
報
』
六
五
号
、
二
〇
〇
三
年
）、
岡
野
友
彦
「
中

世
多
度
神
社
祠
官
小
串
氏
に
つ
い
て
」（
註
（
5
）
一
宮
研
究
会
前
掲
書
所
収
）。
た
だ
し
、
椿
大
神
社
へ
の
一
宮
の
移
行
時
期
に
つ
い
て
は
、
石
神
教

親
氏
が
十
三
世
紀
前
半
ま
で
遡
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（「
多
度
大
社
と
椿
大
神
社
―
伊
勢
国
一
宮
を
め
ぐ
っ
て
―
」、『
三
重
県
史

研
究
』
二
五
号
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
15
）『
多
度
神
宮
寺
伽
藍
縁
起
幷
資
材
帳
』
と
そ
の
伝
来
・
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
西
宮
秀
紀
「
多
度
神
宮
寺
伽
藍
縁
起
并
資
材
帳
の
伝
来
と
写
本
研
究
覚

書
」（『
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
月
報
』
二
八
七
巻
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。
な
お
、
註
（
22
）
で
説
明
す
る
「
小
串
家
文
書
」
に
は
、
文
化
六

年
（
一
八
〇
九
）
三
月
二
十
日
付
で
馬
嶋
の
蔵
南
坊
と
い
う
人
物
が
「
近
頃
京
都
之
古
寺
ノ
宝
蔵
」
か
ら
出
た
と
い
う
「
勢
州
多
度
山
縁
起
并
資
材
帳
」

（「
此
巻
物
、
長
サ
壱
丈
弐
・
三
尺
」）
の
存
在
を
社
家
平
野
氏
に
知
ら
せ
、「
弐
十
五
両
か
ら
三
十
両
位
ナ
ラ
大
方
手
ニ
入
候
」
と
し
て
購
入
を
勧
め
る

書
状
と
関
係
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
（「（
雑
文
書
一
括
）」、
整
理
番
号
Ｃ
―
一
四
）。

（
16
）「
多
度
山
法
雲
寺
末
寺
帳
写
」（
三
重
県
編
『
三
重
県
史

資
料
編
中
世
2
』、
三
重
県
、
二
〇
〇
五
年
）、
三
二
頁
。

（
17
）
註
（
25
）
の
「
宝
暦
拾
辰
六
月
御
領
主
表
江
差
上
口
上
書
扣
」
で
は
、
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
の
出
来
事
と
し
、
註
（
40
）
の
「
多
度
大
神
本
縁

略
記
」
で
は
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
の
出
来
事
と
し
て
い
る
。

（
18
）「
宝
永
八
年

多
度
村
明
細
帳
」（
多
度
町
教
育
委
員
会
編
『
多
度
町
史

資
料
編
2
近
世
』、
多
度
町
、
二
〇
〇
四
年
）、
三
六
〇
～
三
六
三
頁
。

（
19
）「（
寛
政
六
年
）
大
祭
御
神
事
規
式
簿
」（
註
（
18
）『
多
度
町
史

資
料
編
2
近
世
』、
一
四
二
～
一
五
〇
頁
）。
当
史
料
は
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）

五
月
二
十
六
日
に
社
家
の
平
野
直
隆
が
例
祭
に
お
け
る
「
祭
式
ノ
例
」
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
の
例
祭

に
際
し
て
、
社
家
小
串
氏
が
作
成
し
た
「
御
神
事
諸
願
扣
」
か
ら
も
村
々
の
関
与
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
（「
小
串
家
文
書
」
整
理
番
号
Ｂ
―
三
）。

（
20
）
小
串
氏
が
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
正
月
～
二
月
に
お
け
る
桑
名
藩
と
の
上
申
・
下
達
を
記
録
し
た
「
御
用
留
帳

多
度
」（「
小
串
家
文
書
」
整
理

番
号
Ｂ
―
四
二
）
な
ど
に
拠
る
。
な
お
、
こ
の
「
御
用
留
」
は
宝
暦
五
年
正
月
か
ら
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
正
月
ま
で
断
続
的
に
残
存
し
て
お
り
（
計

三
一
点
）、
多
度
神
社
と
桑
名
藩
と
の
や
り
と
り
を
詳
し
く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
21
）「
歳
々
記
録
（
多
度
大
社
の
由
緒
書
、
乍
恐
口
上
の
写
な
ど
）」
正
徳
三
年
条
（「
小
串
家
文
書
」
整
理
番
号
Ｂ
―
三
一
七
）。
当
史
料
は
、
小
串
氏
が

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』
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作
成
し
た
多
度
神
社
と
小
串
氏
の
年
代
記
で
あ
る
。
奥
書
が
無
い
た
め
正
確
な
成
立
時
期
は
確
定
で
き
な
い
が
、
①
表
紙
裏
に
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）

十
月
吉
日
に
書
写
し
た
旨
の
小
串
暉
吉
の
墨
書
が
あ
る
、
②
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
の
記
事
で
終
わ
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
、
小
串
氏
に
伝

え
ら
れ
て
い
た
何
ら
か
の
年
代
記
に
暉
吉
が
増
補
を
加
え
、
文
政
六
年
頃
に
成
立
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

（
22
）
本
稿
で
主
に
使
用
す
る
の
は
「
小
串
家
文
書
」（
個
人
蔵
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
小
串
氏
に
伝
来
し
た
文
書
群
で
、
近
年
、
同
氏
の
邸
宅
よ
り
発
見
さ
れ
、

岡
野
友
彦
氏
を
代
表
と
す
る
皇
學
館
大
学
小
串
家
文
書
調
査
団
に
よ
っ
て
整
理
・
調
査
が
行
わ
れ
た
。
十
七
世
紀
初
頭
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
ま
で
の

一
二
一
七
部
三
〇
四
四
点
の
文
書
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、「
小
串
家
文
書
」
を
出
典
と
す
る
。

（
23
）
註
（
14
）
岡
野
前
掲
論
文
。

（
24
）「
兼
右
卿
記
」
永
禄
十
二
年
三
月
三
日
条
（
多
度
町
教
育
委
員
会
編
『
多
度
町
史

資
料
編
1
考
古
・
古
代
・
中
世
』、
多
度
町
、
二
〇
〇
二
年
）、

五
〇
七
～
五
〇
八
頁
。
伊
藤
信
吉
氏
に
よ
る
と
、
永
禄
年
間
に
は
既
に
桑
名
郡
桑
名
に
所
在
す
る
春
日
神
社
の
社
家
鬼
嶋
氏
・
郷
司
氏
が
、
吉
田
家
と

の
間
に
密
接
な
関
係
を
構
築
し
て
い
た
と
さ
れ
る
（「
伊
勢
国
桑
名
郡
春
日
社
社
家
と
神
祇
官
吉
田
家
―
戦
国
期
を
中
心
と
し
て
―
」、『
皇
學
館
史
學
』

三
一
号
、
二
〇
一
六
年
）。
小
串
氏
の
吉
田
家
へ
の
接
触
は
、
こ
の
よ
う
な
北
勢
地
域
の
社
家
た
ち
の
動
向
に
呼
応
す
る
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

（
25
）「
宝
暦
拾
辰
六
月
御
領
主
表
江
差
上
口
上
書
扣
」（
整
理
番
号
Ｅ
―
八
）。
こ
れ
は
宝
暦
年
間
に
起
き
た
相
論
に
際
し
て
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）

六
月
に
小
串
吉
延
が
「
神
主
」
を
称
す
る
こ
と
の
正
当
性
を
主
張
す
る
た
め
、
桑
名
藩
寺
社
奉
行
所
に
提
出
し
た
由
緒
書
の
控
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の

由
緒
書
で
は
、
自
身
の
家
を
天
目
一
箇
命
の
後
胤
で
古
代
よ
り
多
度
神
社
に
奉
仕
し
て
き
た
社
家
と
説
明
し
て
い
る
。

（
26
）こ
の
相
論
は
、宝
暦
九
年
八
月
か
ら
同
十
一
年
七
月
に
か
け
て
起
き
た
争
い
で
、発
端
は
江
戸
幕
府
に
よ
る
全
国
の
神
社
調
査
で
あ
っ
た
。
争
点
と
な
っ

た
の
は
社
家
と
神
宮
寺
の
肩
書
で
、
①
社
家
の
肩
書
を
め
ぐ
る
小
串
・
平
野
の
両
社
家
と
藩
と
の
交
渉
、
②
法
雲
寺
の
肩
書
を
め
ぐ
る
両
社
家
と
法
雲

寺
と
の
争
い
、
③
平
野
氏
の
「
神
主
」
号
の
使
用
を
め
ぐ
る
小
串
氏
と
平
野
氏
と
の
争
い
、
④
法
雲
寺
の
肩
書
に
関
す
る
御
室
御
所
（
仁
和
寺
）
か
ら

両
社
家
へ
の
詰
問
、
と
い
う
経
過
を
経
て
、
三
者
の
地
位
・
役
割
が
明
確
化
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
な
お
、
神
社
調
査
に
つ
い
て
は
、
高
埜
利
彦
「
江

戸
幕
府
と
寺
社
」（
註
（
1
）
高
埜
前
掲
『
近
世
日
本
の
国
家
権
力
と
宗
教
』
所
収
、
一
〇
〇
～
一
〇
二
頁
。
初
出
は
一
九
八
五
年
）
を
参
照
。

近
世
の
地
域
大
社
と
社
家
の
布
教
活
動
（
谷
戸
）
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（
27
）「
神
道
裁
許
状
（
著
風
折
烏
帽
子
狩
衣
）」（
整
理
番
号
Ａ
―
二
四
）。

（
28
）「
叙
従
五
位
下
口
宣
案
」（
整
理
番
号
Ａ
―
一
）・「
叙
従
五
位
下
位
記
」（
整
理
番
号
Ａ
―
一
四
）、「
任
山
城
守
口
宣
案
」（
整
理
番
号
Ａ
―
二
）・「
任

山
城
守
宣
旨
」（
整
理
番
号
Ａ
―
一
一
）。

（
29
）
分
社
（
邸
内
社
）
の
創
建
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
七
月
に
は
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
同
月
九
日
付
で
伏
見
宮
家

用
人
の
後
藤
義
紀
は
小
串
氏
に
、
二
日
に
発
生
し
た
京
都
地
震
に
よ
り
邸
内
の
「
多
度
大
神
宮
社
」
が
破
損
し
た
こ
と
を
報
じ
、
遷
宮
を
執
り
行
う
た

め
上
京
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
（「
寛
政
年
中
扣
・
伏
見
宮
様
御
祈
願
扣
・
吉
田
御
殿
黒
袍
神
祇
道
御
礼
扣
」、
整
理
番
号
Ｅ
―
五
四
―
二
）。

（
30
）「
覚
（
伏
見
御
所
様
江
御
館
入
願
上
に
つ
き
）」（
整
理
番
号
Ｂ
―
六
八
―
三
）、
註
（
21
）「
歳
々
記
録
（
多
度
大
社
の
由
緒
書
、
乍
恐
口
上
の
写
な
ど
）」

寛
政
二
年
六
月
条
。

（
31
）「
伏
見
御
所
御
家
来
御
願
之
文
通
并
願
書
」（
整
理
番
号
Ｅ
―
五
五
）。

（
32
）「
御
請
申
一
札
之
事
（
田
口
新
田
之
社
人
堀
田
能
登
兼
帯
仕
ニ
付
）」（
整
理
番
号
Ｂ
―
五
三
〇
）、
註
（
21
）「
歳
々
記
録
（
多
度
大
社
の
由
緒
書
、

乍
恐
口
上
の
写
な
ど
）」
安
永
四
年
条
。

（
33
）「
送
り
一
札
（
神
祇
道
御
望
ニ
付
離
檀
之
儀
承
知
ニ
付
）」（
整
理
番
号
Ｂ
―
四
三
七
）。

（
34
）「
奉
願
覚
（
神
主
職
号
に
つ
き
）」（
整
理
番
号
Ｂ
―
三
九
三
）。
当
史
料
は
、
宝
暦
十
年
九
月
に
平
野
右
馬
大
夫
（
重
隆
）
が
「
神
主
」
を
称
す
る
こ

と
の
正
当
性
を
主
張
す
る
た
め
、
吉
田
家
に
提
出
し
た
訴
状
の
写
し
で
あ
る
。

（
35
）「（
寄
進
状
写
）」（
整
理
番
号
Ｂ
―
三
五
七
―
三
）。

（
36
）
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
二
月
三
日
付
で
、
小
山
村
の
伊
東
覚
左
衛
門
・
戸
津
村
の
伊
東
金
右
衛
門
が
法
雲
寺
・
小
串
氏
・
平
野
氏
に
出
し
た
神

領
の
寄
進
状
に
関
す
る
証
文
を
み
る
と
、
彼
ら
は
平
野
氏
を
「
禰
宜
平
野
右
馬
大
夫
」
と
し
て
い
る
（「
元
禄
一
一
年
多
度
権
現
社
領
寄
進
状
等
請
取
証

文
写
」、
註
（
18
）『
多
度
町
史

資
料
編
2
近
世
』、
五
八
頁
）。
ま
た
、
宝
暦
九
年
十
月
に
作
成
さ
れ
た
「
神
社
御
改
帳
」
に
も
「
禰
宜

平
野
右
馬

大
夫
」
と
あ
る
（
整
理
番
号
Ｂ
―
一
一
七
）。
一
方
、
宝
暦
相
論
に
お
い
て
は
、
小
串
氏
は
平
野
氏
の
こ
と
を
「
神
楽
役
」
と
主
張
し
て
い
る
（「
宝
暦

九
年
従
公
儀
御
触
ニ
付
神
社
由
緒
書
差
上
候
様
被
仰
付
候
処
神
主
号
之
儀
ニ
付
小
串
家
平
野
家
出
入
一
件
并
吉
田
家
江
諸
願
諸
書
付
等
扣
」、
整
理
番
号

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』
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Ｅ
―
三
九
）。

（
37
）
小
串
氏
と
平
野
氏
の
争
い
は
、
吉
田
家
の
命
を
受
け
た
三
重
郡
日
永
村
北
宮
神
明
宮
の
神
主
井
尻
加
賀
が
仲
裁
を
行
い
、
平
野
氏
を
神
主
と
す
る
こ

と
で
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
七
月
に
落
着
し
た
（「（
平
野
因
幡
職
号
一
件
に
関
す
る
文
書
一
括
）」、
整
理
番
号
Ｂ
―
三
五
三
―
二
五
）。

（
38
）「（
平
野
因
幡
職
号
一
件
に
関
す
る
文
書
一
括
）」（
整
理
番
号
Ｂ
―
三
五
三
―
五
）。

（
39
）
註
（
21
）「
歳
々
記
録
（
多
度
大
社
の
由
緒
書
、
乍
恐
口
上
の
写
な
ど
）」
寛
永
年
中
条
、「
桑
名
御
城
主
御
代
々
様
御
用
日
記
并
大
吉
万
福
諸
檀
那
覚

日
記
」（
整
理
番
号
Ｃ
―
四
八
）。
な
お
、「
桑
名
御
城
主
御
代
々
様
御
用
日
記
并
大
吉
万
福
諸
檀
那
覚
日
記
」
は
、
桑
名
藩
や
檀
那
と
の
や
り
と
り
に

関
す
る
平
野
氏
の
記
録
で
あ
る
。
表
紙
に
「
平
野
右
馬
大
夫
重
逵
」
と
あ
り
、
本
文
の
後
半
部
分
に
は
「
寛
政
十
三
辛
酉
年

平
野
伊
予
守
直
興
、
左

ニ
記
す
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
平
野
重
逵
が
残
し
た
記
録
に
平
野
直
興
が
追
記
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

（
40
）「
多
度
大
神
本
縁
略
記
」（
神
道
大
系
編
纂
会
編
『
神
道
大
系

神
社
編
十
四

伊
賀
・
伊
勢
・
志
摩
』、
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
七
九
年
）、
二
七
七
頁
。

当
史
料
は
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
三
月
に
尾
張
国
津
島
神
社
の
社
家
で
神
道
家
で
あ
っ
た
真
野
時
綱
が
、
法
雲
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
良
秀
か
ら

の
依
頼
を
受
け
て
執
筆
し
た
多
度
神
社
と
神
宮
寺
（
法
雲
寺
）
の
由
緒
書
で
あ
る
。
跋
文
に
よ
る
と
、
草
稿
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
が
、
寛
延
元
年

（
一
七
四
八
）
十
一
月
に
時
綱
の
子
で
あ
る
猶
綱
が
修
正
を
加
え
て
完
成
さ
せ
た
と
い
う
。

（
41
）「
宝
暦
九
年
従
公
儀
御
触
ニ
付
諸
国
神
社
御
改
之
節
法
雲
寺
別
当
号
之
儀
ニ
付
社
中
及
出
入
候
、
其
節
御
領
主
表
并
御
室
御
所
江
差
出
候
書
付
之
扣
」

（
整
理
番
号
Ｅ
―
四
五
）。
当
史
料
は
、
宝
暦
相
論
の
当
事
者
で
あ
っ
た
小
串
吉
延
が
法
雲
寺
と
の
相
論
の
経
過
を
ま
と
め
た
記
録
で
あ
る
。

（
42
）
同
右
。

（
43
）「
口
上
之
覚
（
法
雲
寺
よ
り
差
出
候
に
つ
き
）」（
整
理
番
号
Ｂ
―
三
五
一
）。

（
44
）「
慶
長
十
年
多
度
権
現
棟
札
」（
註
（
18
）『
多
度
町
史

資
料
編
2
近
世
』）、
四
六
頁
。

（
45
）
註
（
34
）「
奉
願
覚
（
神
主
職
号
に
つ
き
）」。

（
46
）「（
本
多
忠
勝
奉
行
人
連
署
寄
進
状
）」（
整
理
番
号
Ｃ
―
一
三
）。

（
47
）「
桑
名
領
在
々
知
行
目
録
」（
三
重
県
編
『
三
重
県
史

資
料
編
近
世
1
』、
三
重
県
、
一
九
九
三
年
）、
四
九
一
頁
。
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（
48
）
註
（
34
）「
奉
願
覚
（
神
主
職
号
に
つ
き
）」。

（
49
）「（
本
多
忠
政
社
領
寄
進
状
写
）」（
整
理
番
号
Ｂ
―
九
六
―
三
）。

（
50
）「（
本
多
忠
政
社
領
寄
進
状
写
）」（
整
理
番
号
Ｂ
―
九
六
―
五
）。

（
51
）
註
（
34
）「
奉
願
覚
（
神
主
職
号
に
つ
き
）」。
こ
の
訴
状
に
お
い
て
、
平
野
氏
は
春
日
神
社
の
社
家
に
も
問
い
合
わ
せ
、
自
身
の
主
張
を
補
強
す
る
た

め
同
神
社
に
発
給
さ
れ
た
本
多
忠
政
の
寄
進
状
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
正
月
十
七
日
付
で
東
肱
上
村
内
に
お
い
て
二
十
石
、
元
和
二
年

九
月
十
一
日
付
で
小
山
村
内
に
お
い
て
三
十
石
が
寄
進
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
後
者
の
寄
進
状
は
現
存
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
見
る
と
寄
進
さ
れ
た
の

は
三
十
石
で
は
な
く
二
十
石
で
あ
る
（「
本
多
忠
政
社
領
寄
進
状
」、
註
（
47
）『
三
重
県
史

資
料
編
近
世
1
』、
五
〇
〇
頁
）。

（
52
）
註
（
35
）「（
寄
進
状
写
）」。

（
53
）
註
（
34
）「
奉
願
覚
（
神
主
職
号
に
つ
き
）」。

（
54
）「
御
家
中
分
限
帳
（
桑
名
藩
）」（
整
理
番
号
Ｂ
―
七
六
）。

（
55
）
註
（
21
）「
歳
々
記
録
（
多
度
大
社
の
由
緒
書
、
乍
恐
口
上
の
写
な
ど
）」
寛
政
六
年
七
月
四
日
条
・
八
月
条
、「
多
度
大
神
宮
由
緒
書
」（
整
理
番
号

Ｅ
―
五
二
）。
な
お
、「
多
度
大
神
宮
由
緒
書
」
は
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
三
月
に
両
社
家
と
多
度
村
庄
屋
が
、
桑
名
藩
の
寺
社
役
所
に
提
出
し
た

由
緒
書
の
写
し
で
あ
る
。

（
56
）
註
（
19
）「（
寛
政
六
年
）
大
祭
御
神
事
規
式
簿
」、
一
四
二
頁
。

（
57
）「
勢
州
桑
名
郡
多
度
村
式
内
多
度
大
神
宮
覚
書
扣
」（
整
理
番
号
Ｅ
―
四
九
）。
当
史
料
は
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
三
月
に
小
串
暉
吉
・
平
野
直

興
が
作
成
し
た
由
緒
書
の
控
で
あ
る
。
な
お
、
桑
名
藩
か
ら
実
際
に
支
給
さ
れ
て
い
た
米
は
、「
高
拾
五
石
分

一
、
高
七
石
五
斗
」
と
「
高
五
石
分

一
、
高
弐
石
五
斗
」
を
合
わ
せ
た
「
〆
高
拾
石

此
米
拾
四
俵
三
斗
弐
升
三
合
、
口
米
共
」
で
あ
る
（「
御
城
主
越
中
守
様
・
忍
御
城
主
下
総
守
様

御

用
記
」
文
政
六
年
未
忍
表
ゟ
御
引
移
後
御
用
向
条
、
整
理
番
号
Ｂ
―
六
〇
）。

（
58
）
註
（
57
）「
御
城
主
越
中
守
様
・
忍
御
城
主
下
総
守
様

御
用
記
」
文
政
六
年
十
二
月
条
。

（
59
）
同
右
、
文
政
六
年
未
忍
表
ゟ
御
引
移
後
御
用
向
条
。

皇
學
館
大
学
創
立
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四
十
周
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・
再
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記
念
『
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（
60
）「
宝
暦
十
年
社
中
及
出
入
候
節
二
條
御
殿
江
差
上
候
願
書
控
」（
整
理
番
号
Ｂ
―
三
七
―
一
―
五
）。

（
61
）「
多
度
権
現
奉
上
金
子
之
覚
（
高
須
輪
中
小
笠
原
主
膳
正
領
坡
杁
為
堅
固
之
当
夏
中
立
願
に
つ
き
金
子
拾
両
）」（
整
理
番
号
Ｂ
―
四
三
六
）。

（
62
）
所
史
隆
「
高
須
藩
」（
木
村
礎
ほ
か
編
『
藩
史
大
事
典

第
4
巻
中
部
Ⅱ
―
東
海
』
所
収
、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
九
年
）。

（
63
）
歴
史
公
文
書
班
「
資
料
紹
介

桑
名
市
博
物
館
寄
託
佐
々
部
家
文
書
「
旧
記
」」（『
三
重
県
史
研
究
』
三
六
号
、
二
〇
二
一
年
）、
三
一
頁
。
な
お
、

こ
れ
は
「
桑
名
町
に
居
住
し
た
商
人
で
あ
っ
た
佐
々
部
家
の
関
係
者
が
執
筆
し
た
も
の
」
と
さ
れ
る
（
同
上
、
二
八
頁
）。

（
64
）
註
（
44
）「
慶
長
十
年
多
度
権
現
棟
札
」。

（
65
）
松
下
孜
「
近
世
知
多
地
方
の
雨
乞
い
―
知
多
郡
小
鈴
ケ
谷
村
の
事
例
―
」（『
日
本
福
祉
大
学
子
ど
も
発
達
学
論
集
』
四
号
、
二
〇
一
二
年
）。

（
66
）「
斉
諧
俗
談
」（
日
本
随
筆
大
成
編
輯
部
編
『
日
本
随
筆
大
成

新
装
版

第
一
期
19
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
）、
三
〇
三
頁
。

（
67
）「
殿
様
よ
り
雨
乞
御
祈
祷
覚
帳
」（
整
理
番
号
Ｂ
―
四
一
）。

（
68
）「（
濃
州
武
儀
郡
横
越
村
方
天
水
待
之
処
ニ
付
書
付
）」（
整
理
番
号
Ｂ
―
五
二
九
）。

（
69
）
こ
の
翌
日
の
朝
、
本
宮
と
一
目
連
神
社
の
間
に
あ
っ
た
「
籠
石
」
と
呼
ば
れ
る
神
石
が
滑
り
落
ち
て
お
り
、
そ
の
下
か
ら
古
鏡
な
ど
が
出
土
し
た
と

い
う
（
註
（
21
）「
歳
々
記
録
（
多
度
大
社
の
由
緒
書
、
乍
恐
口
上
の
写
な
ど
）」
明
和
七
年
七
月
十
八
日
条
）。

（
70
）「
折
々
草
」（
日
本
随
筆
大
成
編
輯
部
編
『
日
本
随
筆
大
成

新
装
版

第
二
期
21
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
）、
五
二
～
五
四
頁
。

（
71
）
註
（
21
）「
歳
々
記
録
（
多
度
大
社
の
由
緒
書
、
乍
恐
口
上
の
写
な
ど
）」
天
明
三
年
九
月
二
十
七
日
条
。

（
72
）「
太
々
御
神
楽
祈
祷
用
記
」（
整
理
番
号
Ｂ
―
一
四
）。

（
73
）「
大
々
神
楽
式
」（
整
理
番
号
Ｂ
―
三
四
四
）。

（
74
）「
平
野
家
方
太
々
御
神
楽
控
」（
整
理
番
号
Ｂ
―
一
二
五
）。

（
75
）「
午
御
用
留
（
神
主
と
桑
名
藩
寺
社
方
と
の
往
復
文
書
）」（
整
理
番
号
Ｅ
―
一
一
）。

（
76
）
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
「
類
例
略
要
集

下
巻
」（
請
求
番
号
Ｍ
Ｘ
―
四
三
一
―
七
）。
閲
覧
に
際
し
て
は
、
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
利
用
し
た
。
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（
77
）「
江
戸
一
目
連
神
社
御
勧
請
御
用
向
之
控
」（
整
理
番
号
Ｂ
―
一
三
五
）。

（
78
）「
東
都
歳
事
記
」（
朝
倉
治
彦
校
注
『
東
都
歳
事
記
1
』、
平
凡
社
、
一
九
七
〇
年
）、
二
〇
頁
。

（
79
）
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
「
下
谷
三
味
線
堀
一
目
連
社
奉
納
額
面
」（
請
求
記
号
林
文
庫
一
七
三
六
）。
閲
覧
に
際
し
て
は
、
東
北
大
学
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
。

（
80
）「（
忍
御
家
中
旦
家
御
名
前
帳
合
冊
）」（
整
理
番
号
Ｂ
―
一
九
四
）。

（
81
）
同
右
。

（
82
）「
御
城
主
越
中
守
様
・
忍
御
城
主
下
総
守
様

御
用
記
」
文
政
九
年
八
月
条
（
整
理
番
号
Ｂ
―
六
〇
）。

（
83
）「
筑
後
国
久
留
米
御
城
主
有
馬
玄
蕃
頭
様
御
領
内
一
目
連
大
神
御
神
幣
御
差
向
之
事
」（
整
理
番
号
Ｅ
―
三
〇
）。

（
84
）「（
御
祈
祷
檄
・
御
祓
大
麻
な
ど
雛
形
帳
）」（
整
理
番
号
Ｂ
―
三
三
八
）。

（
85
）
近
世
の
海
運
と
菱
垣
廻
船
・
樽
廻
船
に
つ
い
て
は
、
柚
木
學
『
近
世
灘
酒
経
済
史
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
六
五
年
）・『
近
世
海
運
史
の
研
究
』（
法

政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
九
年
）
を
参
照
。

（
86
）
守
屋
毅
「
金
毘
羅
信
仰
と
金
毘
羅
参
詣
を
め
ぐ
る
覚
書
―
民
間
信
仰
と
庶
民
の
旅
を
考
え
る
た
め
に
―
」（
註
（
9
）
守
谷
前
掲
書
所
収
。
初
出
は

一
九
七
六
年
）、
一
八
八
～
一
九
四
頁
。

（
87
）
岩
淵
令
治
「
武
家
屋
敷
の
神
仏
公
開
と
都
市
社
会
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
〇
三
集
、
二
〇
〇
三
年
）。

［
付
記
］

史
料
の
閲
覧
・
引
用
に
際
し
て
は
、「
小
串
家
文
書
」
の
所
蔵
者
で
あ
る
小
串
和
夫
様
か
ら
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』
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